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◆ 新連載　特自検Ｑ＆Ａ　第１回

◆ 全国安全週間に当たって

◆ 令和元年度建設荷役車両
　 特定自主検査強調月間実施結果報告

◆ 特定自主検査記録表の記入要領（抜粋版）の紹介

◆ ベテラン研修講師及び
　 研修業務管理者の交流・研修会　開催

◆ 第4回　成田国際空港貨物地区
　 フォークリフト＆パレットビルディング競技会

特自検検査者およびその管理者向けコンテンツの強化を
順次実施中です！　皆様のご意見・ご質問もお待ちしております。

                              （巻頭綴込みアンケート用紙をご利用下さい）
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　当社は、お客様企業をはじめ全ての関係
先、従業員、家族への「ありがとう」の感
謝の気持ちと事業発生の地、山陽と九州に
社名の由来があります。1918年の創業以来
100年以上にわたり客先企業の構内操業、
原材料の調達、製品物流、大型プラントの
輸送、据え付け、機械・設備のメンテナン
スなどの事業を展開して参りました。物流・
機工・構内操業など、多岐にわたる事業を
日本をはじめ世界各地で「山九のユニーク」
として提供しており、根底には、「作業会
社として人を大切にすることを基本理念」
として、「安全がすべてにおいて優先する」
という行動指針に基づき日々の安全活動を
行っています。
　新入社員研修では、創業者出身の地であ
る長崎県平戸市の当社研修施設「錬成館」
で安全・衛生に関する講義を受け、安全活
動の基本から安全文化の構築と定着化への
理解を深めます。また、中堅社員、管理・
監督職、新任部・支店長と節目ごとに演習
や災害事例に基づく類似災害の防止や最新
技術の導入による職場のリスク低減に向け
た取り組みを学び、現場店に戻り自職場で
の実践・改善に結び付けています。安全活
動の背景には「当社の現場は常に危険な状
態にあることを認識し」「危険を的確に予
測し災害を確実に防止し」「全員参加で力
をあわせて安全を作り出す」ことにあります。
　日々の活動として、5 S活動、危険予知、
ヒヤリハットや他山の石活動、安全改善提

案などを各職場において行い、中長期の取
り組みとして「職場リスクアセスメント活
動（SRA）」を導入し、職場の潜在的な危
険性や有害性を特定し、それによる災害の
重篤度と発生頻度などでリスク（危険の芽）
を採点し、点数の高いものから改善しよう
とする活動を進めています。その活動の成
果を発表する場として年に 1回、地域の代
表として選抜された全国各支店のグループ
が本社で発表する会を開催し、様々な事例
と成果を共有しています。
　また、当社では1970年代から海外へ事業
を展開し、現在15カ国に日本からの出向社
員と現地スタッフを含め約 1万名が各国の
現地法人や作業現場にて国内同様の安全活
動を推進しています。
　私も北京で 5年間現場運営に携わり、現
地スタッフと共に安全衛生活動を進めてま
いりました。当初はものの考え方や文化・
習慣の違いに戸惑いましたが、現場での対
話や日々のパトロールを通じて、作業現場
を取り巻く課題や問題点には共通したもの
があり、長年にわたり日本で行っている活
動がどこの現場においても有効な取り組み
であることを身を持って体験して参りました。
グローバル化への対応やダイバーシティ経
営の推進においても「安全・安心」な現場
あってこそだと思います。今後も「人間尊
重」の基本理念のもとで、真摯に愚直に安
全に強い人づくり、現場づくりをすすめて
参りたいと思います。 「ご安全に」

「100年の歩みと安全活動」

公益社団法人建設荷役車両安全技術協会
理事 國清　嘉人
山九株式会社 執行役員

巻 頭 言
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　本号より、皆様から建荷協にお寄せいただいた「特定自主検査業務に関わる質問」の
中より、重要なもの、繰り返し頂いたもの等をQ&Aの形で紹介していきます。
　より適正な検査の実施および信頼される特自検管理業務の参考にしていただければ幸
いです。

1．標章は誰が貼付するのか？

Q 1：�私は検査業者に勤めている検査者
です。

�　いままで仕事
でお客様の特自
検を行った際、
私が検査済標
章を貼付してい
ました。

�　先日、「標章は原則、事業者（お客様）
が貼付する。」と聞きました。
�　標章の貼付は誰がするのでしょうか？

A 1 �：労働安全衛生規則（安衛則）第151

条の24第 5項において、「事業者は、
フォークリフト※に係る自主検査を
行ったときは、…特定自主検査を行っ
た年月を明らかにすることができる検
査標章をはり付けなければならない。」
と規定されていますので、標章の貼付
は事業者の義務と解せますが、事業者
から標章を貼付けるよう依頼を受ける
ことも多いようです。

　　�　その場合の取扱いについては、以下
の方法のうち、御社に都合の良い方法
を選べばよろしいでしょう。

1　事業者からの貼付の要請があり、
　①�　検査結果に未補修の不具合がない場
合に限って、検査者が標章を貼付する。

　②�　検査結果に未補修の不具合がある
場合は、検査記録表に記載された不
具合について説明し、それらの補修後
に標章を貼付するように事業者へ説明
する。

2　検査結果に未補修の不具合がある、な
しにかかわらず、標章は事業者に渡す。
（未補修の不具合がある場合には不具合の
補修後に標章を貼付するよう説明する。）

　なお、検査記録表や標章を事業者に渡す
際は、受領書を受取ることをお勧めします。
　また、 1の場合は、業務規程にその旨記
載しておくと、なお良いでしょう。

特自検Ｑ＆Ａ
建設荷役車両安全技術協会　本部

第１回

新連載広報
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　以下の記入例を参考にしてください。

「特定自主検査登録検査業者必携」 BC-
ZC-01-K P.15（検査済標章の発行）より
第14条　検査済標章は、検査の終了後、
遅滞なく検査業者用の検査済標章を発行
するものとする。検査済標章の貼付は、
機械の見やすい箇所に依頼者が行うもの
とし、この場合その旨を帳簿に明記する
ものとする。ただし、検査結果において
未補修の不具合がない場合に限り、依頼
者の要請により検査員が貼付することが
できる。

※参考：その他の機械に関する規則
　第151条の56第 5項（不整地運搬車）
　第169条の 2第 8項（車両系建設機械）
　第194条の26第 5項（高所作業車）

2．業務規程の記載方法について

Q 2：�私は、検査業者で統括責任者です。
�　先日、着任したばかりで、改めて業務
規程を見ると前任者の個人名が記載され
ていました。
�　この場合、どの様な手続きが必要で
すか？

A 2 �：すみやかに「業務規程変更報告書」
を所轄都道府県労働局長（又は労働大
臣）あてに提出してください。

　　�　業務規程の変更報告書は、登録省令
第19条の19で定められており、同報告
書と変更した業務規程（正・副）を提
出する必要があります。

　　�　なお、「業務規程変更報告書」は、建荷
協ホームページ（http://www.sacl.or.jp）
よりダウンロード出来ますので、ご活
用ください。

※参考：登録省令第19条の19
　（業務規程の変更の報告）
　第19条の19　検査業者は、第19条の
15第三号の特定自主検査の業務に関する
規程を変更したときは、遅滞なく所轄都道
府県労働局長に報告しなければならない。

　また今回の場合のように、業務規程の中
に個人名を記載しますと、責任者や担当者
が退職や異動等で交代する度に、変更報告
書と変更した業務規程を提出する必要があ
ります。
　これを避けるために、下記のように個人
名ではなく役職名（例えば「サービス部長」
「所長」等）を記載すると、「業務規程変更
報告書」をその都度提出する必要がないと
考えられますので、ご一考ください。

業務規程作成例
（本社統括責任者）
第 3条　�本社統括責任者は、社を代表す

る検査業務の最高責任者として、
「サービス部長」を充てる。

　 2　　�本社統括責任者の責務は次のと
おり

　　イ　�各検査事務所に最高責任者（支
店長）を「検査事務所統括責任
者」として選任する。

3．アタッチメント単体検査は可能か？

Q�3 ：私は車両系建設機械（整地・運搬
等）の特自検検査者です。
�　 1年以上使用し
ていないコンク
リート圧砕機（解
体用機械のアタッ
チメント）の検査
依頼を急きょ受け
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ましたが、圧砕機を装着できるベースマ
シンがありません。
�　圧砕機単体で検査してもいいでしょ
うか？

A 3 �：特定自主検査指針に示されている検
査の方法及び判定基準のうち、アタッ
チメントの亀裂や摩耗等は、単体で検
査出来ますが、ベースマシン（油圧ショ
ベル等）に装着して総合テストを行な
わないと作業装置の機能及び異音等を
調べることができません。

　　�　よって単体検査だけでは指針に則った
特自検を実施したことにはなりません。

　　�　アタッチメントに油圧をかけて不具
合がないかを確認することは極めて重
要ですので、ご質問のケースでは省略
することはできません。

　　�　なお、アタッチメントの検査記録表は、
検査時に装着したベースマシンの情報
（メーカー名・型式・製造番号・検査年月
日・標章番号等）の記入が必須となり、

ベースマシンの記録表の写しと一緒に保
管します。

　　�　また、検査完了後にはアタッチメント用
のシールを貼付することをお勧めします。

参考　自主検査指針公示第20号（H27.11. 6 ）
2�　趣旨　この指針は、労働安全衛生規
則（昭和47年労働省令第32号）第167
条の規定による車両系建設機械の定期
自主検査の適切かつ有効な実施を図る
ため当該定期自主検査の項目、検査方
法及び判定基準を定めたものである。

（省略）
7　　解体用機械
7.1.11　総合テスト
　　�　検査方法：走行、旋回及び作業テ
ストを行い、機能を調べる。

　　�　判定基準：各装置が正常に作動し、
異常振動、異音及び異常発熱がない
こと。

　註�：回答中の枠囲みは　法令　　指針　
　その他　を示します。

本誌では、特自検に関わるご質問をお待ちしております。

質問が採用された方には、規定により薄謝を進呈致します。

質問は以下の方法でお寄せ下さい。

　 •本号のアンケート用紙をご利用ください。

　 •下記E-mailまで直接メールして頂いても結構です。

　　E-mail：koho@sacl.or.jp

　註�：回答中の枠囲みは　法令　　指針　　註�：回答中の枠囲みは　法令　　指針　　註�：回答中の枠囲みは　法令　　指針　
　その他　を示します。　その他　を示します。

　註�：回答中の枠囲みは　法令　　指針　
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　建荷協における新たな活動施策を企画立案し、特自検の実施率の向上につなげること
を目的に、「特定自主検査に係る現況等の調査」を進めています。
　昨年行いました第1次のアンケート結果について、前号からご紹介を始めましたが本号
では特自検とその補修や整備の受注などについてご紹介していきます。
　なお、調査の概要については前号の 3．調査の概要をご覧下さい。

1．特定自主検査の受注・契約について

問 1　�特定自主検査を継続的に受注で
きているか。

　問 1への全体の回答は「その通り」が

31.6％「ややその通り」が50.9％と肯定的

な回答が全体の82.5％となっています。

　この回答をグラフ 1のように地域ブロッ

ク別でみると東海・北陸ブロックが87.2％

と最も高い値を示しています。

　このブロック別の差については、従来か

らの地域の特徴的なものなのか、あるいは

市況の変化などによるものなのかはアンケ

ート結果からだけでは判断できません。

グラフで見る特自検
特定自主検査に係る現況等の調査結果報告

建設荷役車両安全技術協会　調査部

第2回

広報

グラフ １ 　特自検の継続的な受注について（地域別）
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　この結果については、今後個別の聞き取

りなどで要因を探れないかなど検討してい

きたいと思います。

問 2　�特定自主検査の受注を今後増や
していきたいか。

　問 2への全体の回答は「その通り」が43.7

％「ややその通り」が29.9％と肯定的な回

答が全体の73.6％となっています。

　この回答を地域ブロック別にみても70.6％

〜76.9％と全体に対し約± 3％と大きな差

異はありませんでした。

　規模別ではグラフ 2のように人数に比例

して肯定的な回答が増え、10人以上規模で

は84.0％の企業で受注を増加させたいとい

う肯定的な回答でした。

　人員規模の大きな事業場では規模に応じ

た検査・整備への対応余力があるのかもし

れません。

2．�特定自主検査で見つかった不具合につ

いて

問3　�特定自主検査で見つかった不具合
は、補修や整備まで一連で受注でき
ているか。

　問 3には全体では「その通り」「ややそ

の通り」の合計が76.7％になっています。

　この肯定的な回答については地域ブロッ

ク別、人員規模別でみても全体での回答の

それぞれ± 3％前後と特に大きな差はあり

ませんでしたが、グラフ 3のようにフォーク

リフト系、建設機械系、その他の機種系で

分けるとフォークリフト系が84.9％、建機系

が74.9％、その他の機種系で75.6％とフォー

クリフト系の回答が高い値を示しています。

　これはフォークリフト系に多い検査業者

の引き取り検査では、検査からそのまま補

修に取り組みやすいことに対し、現場での

出張検査が主となる建機系やその他の機種

系では、補修部品の持参などに制約があり、

検査で発見された不具合に対応することの

難しさが出ているなどが推測されます。

グラフ ２ 　特自検の受注を増やしていきたいかについて（規模別）
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問 4　�顧客から積極的に補修の依頼がく
るか。

　「その通り」、「ややその通り」との回答

は全体で46.7％であり、地域ブロック別に

みても43.6〜49.7％となり全体の結果に対

し、± 3％と大きな差異はありません。

　ただ、グラフ 4のように規模別でみると

10人以上規模の企業での回答が41.5％と全

体を下回り、他の規模と比べ低い値となっ

ています。

グラフ ３ 　特自検で見つかった不具合の補修や整備の受注について（機種別）

グラフ ４ 　顧客からの補修の依頼について（規模別）
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　この回答理由を知るには対象となる事業所

へ例えば、従来からそうなのか、最近の傾向

なのか、またそのことは何か数字に表れてい

るのかなど、その経緯や判断基準などのヒア

リングを行う必要があると考えます。

　特自検を依頼したお客様の作業安全に寄

与するためにも､ 検査を行いそこで見つか

った不具合の補修までを実施していくこと

が望ましいと考えます。

問5　�貴社から補修を勧めないと､ 顧
客からの補修の依頼はこないか。

　ここでは検査で見つかった不具合の補修

や整備について検査業者からの受注のアプ

ローチについて尋ねました。

　全体の回答では「その通り」「ややその

通り」が59.5％でした。

　この回答については色々な切り口でみた

いと思います。

　まずはグラフ 5 - 1のように機種別で分け

るとフォークリフト系が56.8％、建機系が

63.8％、その他の機種系59.0％と機種別では

建機系が高いという結果でしたが全体からみ

ると特に大きな差というわけではありません。

グラフ ５－ １ 　補修を受注するための勧めについて（機種別）
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　次にグラフ 5 - 2のように人員の規模別

でみると、「その通り」「ややその通り」の

回答は 2人規模では55.2％、10人以上では

67.0％と、人員規模が大きいほど肯定的な

回答が高くなっていることがわかります。

　機械・車両が壊れる前に処置をする「予

防保全」という考え方もかなり浸透してき

ているとは思いますが、依頼主へ補修の実

施を勧めていくことで、作業安全、しいて

は依頼主のトータルコストの削減にも寄与

しますので、さらなる補修の勧めを行うこ

とが望まれます。

　グラフ 5 - 3では回答を地域ブロック別

にみました。

　「その通り」、「ややその通り」の肯定的

な回答は東海・北陸ブロックで63.6％と高

く、九州・沖縄ブロックが53.8％と低い数

値となりました。

グラフ ５－ ２ 　補修を受注するための勧めについて（規模別）
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3．貴社を取り巻く市況について

問6　人手不足

3項では「貴社を取り巻く市況について」

8項目の質問を行いました。

　ここではその中で検査員に関連するものとし

て「人手不足」についての回答を紹介します。

　まずは全体の回答ではグラフ 6 - 1のと

おり「その通り」、「ややその通り」の合計

が76.3％と人手不足を感じている会員企業

が多いということがわかりました。

グラフ ５－ ３ 　補修を受注するための勧めについて（地域別）

グラフ ６－ １ 　貴社を取り巻く市況について（人手不足）（全体）
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　次にこれを地域ブロック別にみました

が、特徴的な差異はみられませんでした。

　さらに、機種別ではグラフ 6 - 2のとお

り、その他の機種系、建機系、フォークリ

フト系の順に人手不足を感じていることが

わかりました。

　次号では建荷協の活動や事業についての

認知具合などを中心にご紹介する予定です。

グラフ ６－ ２ 　貴社を取り巻く市況について（人手不足）（機種別）



建設荷役車両 （ 15 ） 第 42巻 247号（2020. 5 ）

93

　令和２年３月19日付で厚生労働省厚生労働事務次官より、当協会会長宛に「令和２年

度全国安全週間」の実施に伴い協力依頼がありましたのでお知らせ致します。

広報

全国安全週間に当たって
－令和2年度全国安全週間実施要綱－

厚生労働省
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令和２年度全国安全週間実施要綱

１ 趣 旨

全国安全週間は、昭和３年に初めて実施されて以来、「人命尊重」という基本理念の

下、「産業界での自主的な労働災害防止活動を推進し、広く一般の安全意識の高揚と安

全活動の定着を図ること」を目的に、一度も中断することなく続けられ、今年で 回

目を迎える。

この間、事業場では、労使が協調して労働災害防止対策が展開されてきた。この努

力により労働災害は長期的には減少しており、令和元年の労働災害については、死亡災

害は前年を下回る見込みである。しかし、休業４日以上の死傷災害については、前年を

下回る見込みであるものの、死傷災害のうち、 歳以上の労働者が占める割合は増加傾

向にあり、平成 年度より取組期間が始まった、第 次労働災害防止計画における死傷

者数の目標達成に向けては、更なる取組が求められる。

また、健康寿命とともに職業生涯が延伸し、高年齢労働者が職場においてより大きな

役割を担うようになる中、多様なニーズをもつ高年齢労働者が安心して安全に働くこと

ができるよう職場環境を改善していくことが求められていることから、厚生労働省では、

高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン（エイジフレンドリーガイドライ

ン）を策定するとともに、中小企業を支援するエイジフレンドリー補助金を創設し、職

場改善の取組を促すこととしている。

このような状況を踏まえ、更なる労働災害の減少を図ることを決意して、令和２年

度全国安全週間は、以下のスローガンの下で取り組む。

エイジフレンドリー職場へ！ みんなで改善 リスクの低減

２ 期 間

７月１日から７月７日までとする。

なお、全国安全週間の実効を上げるため、６月１日から６月 日までを準備期間と

する。

３ 主唱者

厚生労働省、中央労働災害防止協会

４ 協賛者

建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事業

労働災害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会

５ 協力者

関係行政機関、地方公共団体、安全関係団体、労働組合、経営者団体

６ 実施者

各事業場

７ 主唱者、協賛者の実施事項

全国安全週間及び準備期間中に次の事項を実施する。
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（１）安全広報資料等の作成、配布を行う。

（２）様々な広報媒体を通じて広報を行う。

（３）安全パトロール等を実施する。

（４）安全講習会、事業者間で意見交換・好事例の情報交換を行うワークショップ等を

開催する。

（５）安全衛生に係る表彰を行う。

（６）「国民安全の日」（７月１日）の行事に協力する。

（７）事業場の実施事項について指導援助する。

（８）その他「全国安全週間」にふさわしい行事等を行う。

８ 協力者への依頼

主唱者は、上記７の事項を実施するため、協力者に対し、支援、協力を依頼する。

９ 実施者の実施事項

安全文化を醸成するため、各事業場では、次の事項を実施する。

（１）全国安全週間及び準備期間中に実施する事項

①安全大会等での経営トップによる安全への所信表明を通じた関係者の意思の統一

及び安全意識の高揚

②安全パトロールによる職場の総点検の実施

③安全旗の掲揚、標語の掲示、講演会等の開催、安全関係資料の配布等の他、ホー

ムページ等を通じた自社の安全活動等の社会への発信

④労働者の家族への職場の安全に関する文書の送付、職場見学等の実施による家族

の協力の呼びかけ

⑤緊急時の措置に係る必要な訓練の実施

⑥「安全の日」の設定のほか全国安全週間及び準備期間にふさわしい行事の実施

（２）継続的に実施する事項

① 安全衛生活動の推進

ア 安全衛生管理体制の確立

（ア）年間を通じた安全衛生計画の策定、安全衛生規程及び安全作業マニュアル

の整備

（イ）経営トップによる統括管理、安全管理者等の選任

（ウ）安全衛生委員会の設置及び労働者の参画を通じた活動の活性化

（エ）労働安全衛生マネジメントシステムの導入等によるＰＤＣＡサイクルの確

立

イ 職業生活における安全衛生教育計画の樹立と効果的な安全衛生教育の実施等

（ア）経営トップから第一線の現場労働者までの階層別の安全衛生教育の実施、

特に、雇入れ時教育の徹底及び未熟練労働者に対する教育の実施

（イ）就業制限業務、作業主任者を選任すべき業務での有資格者の充足

（ウ）災害事例、安全作業マニュアルを活用した教育内容の充実

（エ）労働者の安全作業マニュアルの遵守状況の確認

ウ 自主的な安全衛生活動の促進

（ア）発生した労働災害の分析及び再発防止対策の徹底

（イ）職場巡視、４Ｓ活動（整理、整頓、清掃、清潔）、ＫＹ（危険予知）活動、

ヒヤリ・ハット等の日常的な安全活動の充実・活性化

エ リスクアセスメントの実施
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（ア）リスクアセスメントによる機械設備等の安全化、作業方法の改善

（イ）ＳＤＳ（安全データシート）等により把握した危険有害性情報に基づく化

学物質のリスクアセスメント及びその結果に基づく措置の推進（「ラベル

でアクション」の取組の推進）

オ その他の取組

（ア）安全に係る知識や労働災害防止のノウハウの着実な継承

（イ）外部の専門機関、労働安全コンサルタントを活用した安全衛生水準の充実

② 業種の特性に応じた労働災害防止対策

ア 建設業における労働災害防止対策

（ア）一般的事項

足場等からの墜落・転落防止対策の実施、手すり先行工法の積極的な採

用、改正された法令に基づくフルハーネス型墜落制止用器具の積極的な

導入と適切な使用

職長、安全衛生責任者等に対する安全衛生教育の実施

元方事業者による統括安全衛生管理、関係請負人に対する指導の実施

建設工事の請負契約における適切な安全衛生経費の確保

（イ）東日本大震災及び平成 年熊本地震に伴う復旧・復興工事の労働災害防

止対策

輻輳工事における適正な施工計画、作業計画の作成及びこれらに基づく

工事の安全な実施

一定の工事エリア内で複数の工事が近接・密集して実施される場合、発

注者及び近接工事の元方事業者による工事エリア別協議組織の設置

イ 製造業における労働災害防止対策

（ア）機械の危険部分への覆いの設置等によるはさまれ・巻き込まれ等防止対策

の実施

（イ）機能安全を活用した機械設備安全対策の推進

（ウ）作業停止権限等の十分な権限を安全担当者に付与する等の安全管理の実施

（エ）高経年施設・設備の計画的な更新、優先順位を付けた点検・補修等の実施

（オ）製造業安全対策官民協議会で開発された、多くの事業場で適応できる「リ

スクアセスメントの共通化手法」の活用等による、自主的なリスクアセス

メントの実施

ウ 林業の労働災害防止対策

（ア）チェーンソーを用いた伐木及び造材作業における保護具、保護衣等の着用

並びに適切な作業方法の実施

（イ）木材伐出機械等を使用する作業における安全の確保

エ 陸上貨物運送事業における労働災害防止対策

（ア）荷台等からの墜落・転落防止対策、保護帽の着用の実施

（イ）積みおろしに配慮した積み付け等による荷崩れ防止対策の実施

（ウ）歩行者立入禁止エリアの設定等によるフォークリフト使用時の労働災害防

止対策の実施

（エ）トラックの逸走防止措置の実施

（オ）トラック後退時の後方確認、立ち入り制限の実施

オ 小売業、社会福祉施設、飲食店等の第三次産業における労働災害防止対策

（ア）全社的な労働災害の発生状況の把握、分析

（イ）経営トップの意向を踏まえた安全衛生方針の作成、周知
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（ウ）職場点検、４Ｓ活動（整理、整頓、清掃、清潔）、ＫＹ（危険予知）活動、

危険の「見える化」、ヒヤリ・ハット活動等の安全活動の活性化

（エ）安全衛生担当者の配置、安全衛生教育の実施、安全意識の啓発

③ 業種横断的な労働災害防止対策

ア 転倒災害防止対策（ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト）

（ア）作業通路における段差や凹凸、突起物、継ぎ目等の解消

（イ）照度の確保、手すりや滑り止めの設置

（ウ）危険箇所の表示等の危険の「見える化」の実施

（エ）転倒災害防止のため安全衛生教育時における視聴覚教材の活用

イ 交通労働災害防止対策

（ア）適正な労働時間管理、走行計画の作成等の走行管理の実施

（イ）飲酒による運転への影響や睡眠時間の確保等に関する安全衛生教育の実施

（ウ）災害事例、交通安全情報マップ等を活用した交通安全意識の啓発

（エ）飲酒、疲労、疾病、睡眠、体調不良の有無等を確認する乗務開始前の点呼

の実施

ウ 高年齢労働者、外国人労働者等に対する労働災害防止対策

（ア）高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドラインに基づく措置

（イ）母国語教材や視聴覚教材の活用等、外国人労働者に理解できる方法による

安全衛生教育の実施

（ウ）派遣労働者、関係請負人を含めた安全管理の徹底や安全活動の活性化

（エ）派遣労働者における派遣元・派遣先責任者間の連絡調整の実施

エ 熱中症予防対策（ＳＴＯＰ！熱中症 クールワークキャンペーン）

（ア）ＷＢＧＴ値（暑さ指数）の把握とその結果に基づく適正な作業環境管理、

休憩時間の確保を含む作業管理の実施

（イ）計画的な熱への順化期間（熱に慣れ、その環境に適応する期間）の設定

（ウ）自覚症状の有無にかかわらない水分・塩分の積極的摂取

（エ）熱中症の発症に影響を与えるおそれのある疾患（糖尿病等）を有する者に

対する配慮、日常の健康管理や健康状態の確認

（オ）熱中症予防に関する教育の実施

（カ）異常時の速やかな病院への搬送や救急隊の要請

（キ）熱中症予防管理者の選任と職場巡視等
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１．総括
　令和元年度の建設荷役車両特定自主検査

強調月間は、昭和60年にこの月間行事を始

めてから35回目を迎え、今までの実績を活

かして、月間の推進に努めた結果、報告の

とおりの成果を上げたものと認められる。

　これは、厚生労働省及び経済産業省のご

指導、各労働局、監督署、及び、各協賛団

体関係者のご支援並びに当協会の各支部の

努力と会員事業場の協力の結果である。

２．実施事項
　１）広報活動

　　①　実施状況

　　　ア�　リーフレット、ステッカー等の
配布

　　　　�　協会においては、令和元年には

年当初に年間PR用リーフレット

309,800枚、ポスター16,000枚を作

成配布した。さらに、強調月間用と

して強調月間リーフレット168,500枚、

「ステッカー」については、吸着タイ

プのステッカーを11,750枚作成し、各

会員に配布するとともに、関係団体

等の協力をいただき関係者に配布

した。

　　　イ�　登録検査業者による特定自主検
査（以下特自検という）対象機械

使用事業場に対するPR

　　　　�　特自検の完全実施を目標に毎年

実施している。

　　　　�　具体的な対応としては、26支部

において、強調月間PR用・年間PR

用リーフレットや支部独自で作成

した実施勧奨ハガキを会員の登録

検査業者に配付し、登録検査業者

からは、それらの資料を活用して

特自検が未実施と思われる事業場

へPRを行った。

広報

令和元年度建設荷役車両
特定自主検査強調月間実施結果報告

建設荷役車両安全技術協会　本部

　令和元年度事業として、令和元年11月、当協会主唱、厚生労働省及び経済産業省の後援、

5災防団体および 2関連社団法人協賛の下に全国一斉に実施しました「建設荷役車両特定自

主検査強調月間」（以下「強調月間」という。）について、概況を下記のとおり取りまとめま

したので、報告致します。

記
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　　　ウ�　地方公共団体等の工事発注部門
へのPR

　　　　�　前年度に引き続き、37支部にお

いて地方公共団体等の工事発注機

関の関係部門に資料を送り、特自

検未実施機械の現場持込みの禁止

と各事業者への指導を要請した。

　　　エ�　特自検に関する業務点検実施のPR

　　　　�　本年度も、特自検の適正実施に

重点を置き、『特定自主検査業務点

検表の解説』「検査業者用」を

11,000部、「事業内用」を15,000部、

『特定自主検査業務点検表』「検査

業者用」を12,000部、「事業内用」

を16,000部印刷し特自検実施事業

場に配布することで特自検の適正

な管理体制に関する理解を広げ、

自社のそれぞれの事業場が特自検

業務の実施体制、検査者、検査機

器、標章、台帳、記録表等の管理

について適正に行われているかど

うかの業務点検を実施するよう周

知・徹底に努めた。更に、41支部

において会員・非会員に対して「特

定自主検査業務点検表［事業内用］」

を6,072部、［検査業者用］を3,726

部、頒布し活用するよう呼びかけ

た。また、巡回指導時においても

37支部が「特定自主検査業務点検

表」とその解説を使用し適正な検

査及び管理体制の指導に活用した。

　　　オ　勧奨文、要請文等によるPR

　　　　�　協会作成のリーフレット等に独

自の発想の勧奨文書等を添え事業

場等に配布した支部や、産業安全

大会等で年間リーフレット、及び

強調月間リーフレット等を配布し

た支部もあった。

　　　カ　新聞、機関誌、会報等によるPR

　　　　�　日刊工業新聞、物流関係業界紙

11紙、及び、建設関係業界紙37社

に強調月間のPR記事を掲載し周知

に努めた。

　　　　�　また、災防団体や関連団体及び

支部の機関誌等で17支部が周知の

他、ラジオCM等での周知を行った

支部も 2支部あった。

　　　キ　その他

　　　　�　支部独自の工夫により、PR用の

タオル、メモ帳等を作成して配布

した支部もあった。また、支部独

自のポスター、名刺や封筒等に貼

付できるゴム印等を作成し押印後

に配布した支部もあった。

　　②　実施効果

　　　�　前年度に引き続き、地方公共団体

等の公共工事発注機関に対し、関係

事業場への、業務点検表による業務

点検の実施等についての指導を要請

したこと、会員である登録検査業者
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から未実施と思われる事業場にPRを

行ったことなどにより、さらに、特

自検の実施率の向上等の効果が現れ

てくるものと期待している。

　２）巡回指導

　　①　実施状況

　　　�　強調月間を中心として、巡回指導

を実施した結果は次のとおりである。

巡回指導実施状況（令和元年11月分）

区分 支部数 指導実績 1支部平均

巡回指導日数

46

延442日 9.6日

訪問社数 1,561社 33.9社

人
員
数

巡回指導員 延746名 16.2名／46支部

担当官 19 延124名 6.5名／19支部

その他※ 14 延259名 18.5名／14支部
※その他には、他災防団体や地方自治体職員との合同巡回指導が含まれる。

　　②　実施効果

　　　�　各支部において、支部独自の考え

に基づき実施計画をたて強調月間を

中心に巡回指導を実施し、特に特自

検の普及促進について努力している。

また、検査業者及び事業内における

特自検業務の業務点検、未実施事業

場に対する指導等についても十分な

配慮が払われていることが窺える。

　　　�　なお、行政との合同による巡回指

導を実施した支部は、19支部で昨年

より 1支部減少した。その他、他災

防団体の職員や地方自治体職員との

安全パトロールも実施しており特自

検の普及促進に効果を上げている。

　　　�　行政との合同による巡回指導は効

果的な指導が出来るが、支部単独で

の巡回指導に於いても、行政と他の

方法での連携を図り、効果を挙げて

いる報告がある。

　　　�　また、巡回指導実施時に「記録表

記入要領（抜粋版）」を使用し記録表

の適正な記入の方法を指導した支部

が39支部あり、「記録表記入要領（抜

粋版）」を834冊頒布し適正な検査記

録表の作成指導に効果があった。

　３）研修等の実施

　　�　強調月間中に特定自主検査セミナー

を行った支部が10支部10回、能力向上

教育を行った支部が12支部17回の実施

であった。実務研修については、「検査

業者業務点検コース」を行った支部が

5支部での実施、「記録表作成コース」
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を行った支部は10支部11回の実施があ

り、特自検の適正な実施について効果

があるものと期待している。その他、

「資格取得研修」を行った支部が 9支部

9回の実施、「安全教育」を行った支部

が 8支部の実施であった。

　４）特自検実施状況調査の実施

　　�　強調月間行事の一環として、本年度

も、13支部において、何らかの方法で

実施状況の調査を行った。

　　�　その方法としては、「標章頒布時の調

査」、「往復はがきによるアンケート」、

「巡回指導時のチェック」等が主な方法

である。また、行政との連名によるア

ンケート調査を行った支部もあった。

アンケートによる調査によって、特自

検の周知が行われ、特自検を実施した

ユーザーもあった。

以上
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建荷協では、令和 2年 3月に特定自主検査記録表の記入要領（TC-ZC-02シリーズ）を改訂しました。

これに伴い、記入要領のさらなる普及・促進を図るために、抜粋版を作成しましたので紹介します。

（図書類符号　旧：TC-ZC-02-PEX　　新：TC-ZC-02-QEXに改訂）

広報

特定自主検査記録表の記入要領（抜粋版）の紹介
建設荷役車両安全技術協会　本部
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1 . 研修会概要
　開催日：令和 2 年 2 月25日（火）
　　　　　               〜26日（水）
　開催場所：日本教育会館 9 階
　　　　　　「光琳の間」
　講師：
　　［研修委員］　 4 名
　　川口　啓　（住友建機販売㈱）
　　梅田　正徳（トヨタ L & F 東京㈱）
　　麻生　文士（三菱ロジスネクスト㈱）
　　伊藤　光男（酒井重工業㈱）
　　［建荷協職員］　 8 名
　特別講師：曲木　秀人（住友建機㈱）
　受講者：23名

2 . プログラム

　建荷協では、昨年度に引き続き支部で研修講師をされている方々や講習の業務管理を
している支部事務局長を対象に、講師同士の交流や研修の場として「ベテラン研修講師
及び研修業務管理者の交流・研修会」（以下ベテラン講師交流・研修会）を令和 2年 2月
25日〜26日の 2日間に渡り開催しました。
　初日は、各建機・フォークリフトメーカーの最新情報や安全対策及び検査記録表につ
いての最新情報などの紹介があり、 2日目は、 6グループに分かれての討議、プレゼン
テーションが行われました。
　支部を超えて活発な意見交換が行われベテラン研修講師同士の絆が深められました。

広報

ベテラン研修講師及び研修業務管理者の交流・研修会　開催
建設荷役車両安全技術協会　本部

日時 内容 担当

2
月
25
日

（火）

13 :00

〜
18 :00

1 . 研修の概況 佐口

2 . 各社の最新情報

2 . 1 三菱ロジスネクスト 麻生

2 . 2 住友建機 曲木

2 . 3 酒井重工業 伊藤（光）

3 . 記録表記入要領 伊藤（一）
4 . 研修機材及び検査実

習等について 梅田

5 . 不正事案・災害事例 川口

6 . 建荷協本部の業務概要 本部各部

7 . 講義用副教材について 持田
8 . グループ討議⑴
　  ・説明と事前準備 佐口

2
月
26
日

（水）

9 :00

〜
12 :10

9 . グループ討議⑵
　  ・役割分担決定
　  ・討議（情報共有化）
　  ・討議（問題点洗い

出し）
　  ・討議（対策と要望）

各グループ

10. プレゼンテーション
講評

各グループ
蓬田/持田

修了証授与 小澤常務
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3 . 交流・研修会開催
　⑴　挨拶、研修概況説明

　　　開催にあたり小澤常務理事から本研
修会の趣旨説明と、当研修会で得られ
た最新の情報等を支部で開催する研修
等において有効に活用して頂くことを
期待する旨の挨拶がありました。

　　　続いて佐口調
査部長から建荷
協の実施してい
る研修・教育の
実施概況及び
仕組み等につい
て説明がありま
した。

　⑵　各社の最新情報

　　　研修委員講師から各社の新製品、新
システム等の最新情報、特自検に関連
した安全に対する取組みなど織り交ぜ
た説明がありました。各講師の説明
テーマは下記の通りです。

　　ア　新型バッテリーフォークリフト
　　　　「ALESIS」 三菱ロジスネクスト
　　イ　ICT施工 住友建機
　　ウ　締固め用機械の災害発生状況と対策

としての自動ブレーキ　酒井重工業

　⑶　記録表の記入要領の注意点

　　　伊藤（一）講師から「検査記録表の記
入要領の注意点」について最近 改訂さ
れた変更ポイントなどを中心に説明が
ありました。

　　　検査記録表の記入要領に関する質疑
応答では、常日頃から持っている疑問
や事務局に対しての要望事項などの意
見交換がなされました。

　⑷　研修機材及び検査実習等について

　⑸　不正事案・災害事例

　　　梅田講師から「研修機材及び検査実
習」について、引き続き、川口講師か
らは無資格者による検査関連の行政処
分の実態等の紹介がありました。

　⑹　建荷協本部の業務概要

　⑺　講義用副教材について

　　　休憩をはさんだのち、各部長から建
荷協本部の業務概要について説明があ
り、その後持田部長より講義用副教材
の制作にあたり、各受講者へ工夫事例
の提出依頼がありました。

記録表の記入要領

各社の最新情報

進行の佐口部長
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　⑻　グループ討議⑴　準備

　　　初日最後は、 2日目に実施されるグ
ループ討議に関する説明と事前準備が
行われ、以上で初日の研修が無事終了
しました。

　⑼　グループ討議⑵　実施

　　 2日目は、受講者を、フォーク、建機、
高所作業車および管理の 6グループに分
け、グループごとに事務局があらかじめ
用意したテーマについて、改善ストーリー
に則り、討議を行いました。

　　　また、各グループには、討議を活発に
すすめるため、講師、建荷協職員がコー
ディネーターとして参加しました。

　⑽　プレゼンテーション

　　　討議終了後、洗い出された問題点と
その原因、そしてそれについての対策
案をワードやパワーポイントなどで作
成し、各グループ 6分間の持ち時間で
プレゼンテーションを行いました。

　　　短い時間ではありましたが、各グルー
プとも討議内容を非常に分かりやすく
まとめ、プレゼンテーションもそれぞ
れに工夫を凝らし実施していました。

グループ分けと課題テーマ
グループ 課題テーマ

講
師
G

フォークリフト 1 検査実習の問題点
フォークリフト 2 実技の問題点
整地運搬車 座学の問題点
高所作業車 検査実習の問題点

管
理
G

管理者 1 研修計画について
の問題点

管理者 2 講師の確保（育成）
についての問題点

研修風景

グループ討議風景
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フォークリフト 1 グループ

整地運搬車グループ

管理者 1グループ

フォークリフト 2 グループ

高所作業車グループ

管理者 2グループ

プレゼンテーション
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　　　プレゼンテーション終了後、蓬田、
持田両研修部長より、当研修で学んだ
ことを、これからの研修・教育に活か
しほしい旨と研修についての良いアイ
デアがあれば研修部へ提案して頂きた
い旨のお話しがありました。

　　　受講者アンケートによれば、グループ
討議で情報報交換ができたこと、また日
頃考えている問題点や抱えている悩みを
話し合えたことが非常に有意義であった
との意見が多く寄せられました。

4 . 修了証授与

　すべての研修プログラムが終了したのち
に、小澤常務より、受講者の皆さんに修了
証が手渡されました。
　これをもってベテラン講師交流・研修会
は 2日間の日程を滞りなく、かつ盛況の内
に終了しました。
　受講者の皆様、ご苦労様でした！

講評する両部長

修了証授与
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　車両系荷役運搬機械および車両系建設機械・高所作業車（特自検対象機械）の労働災害
事例について、災害発生前と発生後をイラストにして説明しています。職場の皆様でご覧
になり、安全作業、危険予知活動等にご活用ください。

【分類】　起 因 物：不整地運搬車　事故の型：はさまれ・巻き込まれ

1－1　この状況で予知される災害は？（どんな危険が潜んでいるのでしょうか…）

　整備工場において、不整地運搬車の荷台を上昇させ、荷台下から計器盤の部品
の整備を行っていました。

1 . 車両系荷役運搬機械の災害事例
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1－2　こんな災害が発生しました（どうすれば防げるでしょうか…）

　突然荷台が降下し、作業者が荷台と車体にはさまれました。

【災害発生防止のポイント】

● 修理等で荷台の下に入り作業する場合は、エンジンを停止し、荷台操作レバー
は保持の位置に、ロックレバーをロック位置にして、安全支柱、安全ブロック
等の降下防止措置を施すこと。
● 作業指揮者を定めその者が作業手順を決定し、作業を直接指揮すること。また
安全支柱等の使用状況を監視すること。
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【分類】　 起 因 物：整地・運搬・積込み機械　事故の型：激突され

2－1　この状況で予知される災害は？（どんな危険が潜んでいるのでしょうか…）

　処理場において、トラクター・ショベルで掘削した土砂の運搬作業をしていま
した。

2 . 車両系建設機械等の災害事例
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【災害発生防止のポイント】

● 重機作業区画内は立ち入り禁止とする。やむをえず立ち入らせる場合は誘導員
を作業区画毎に配置すること。
● 後進する際は周囲をよく確認し、なおかつホーンを鳴らす等の合図を行うこと。

2－2　こんな災害が発生しました（どうすれば防げるでしょうか…）

　車両誘導作業をしていた作業員に気づかず後進したため、作業員がトラク
ター・ショベルの右側後輪に巻き込まれました。
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技術解説

DHJ60-3多目的掘削仕様機の開発
大塚　明宏＊

1．はじめに
アースドリル機による基礎施工は低騒音、

低振動に加え、機動性が良く施工能率が高
いため、近年市街地での施工実績が増加し
ている。ただし、市街地などの施工現場は
周りがビルに囲まれた狭隘地が多く、小回
りが利くサイズの施工機が求められている。
　また建替え工事を行う際には、取り壊し
た既設建物の基礎構造物が地中障害物とな
るため、杭施工前に撤去しなければならな
い。近年、地中障害物撤去用にヨーロッパ
製の掘削機が国内に導入されているが、
アースドリル工法による拡底杭施工やク
レーン作業が出来ないため、同現場でこれ
らを行うには別の機械が必要となる。

この度当社では、 1台で地中障害物撤
去・アースドリル工法・クレーン作業が可
能な狭隘地向けDHJ60- 3多目的掘削仕様
機を開発したので、特長について紹介する。
（写真 1）

2．DHJ60-3の特長
DHJ60- 3の特長は、狭隘地向けのコンパ
クトな機体であることと、フロント装置に
各種アタッチメントを取付けることで、地
中障害物撤去・アースドリル工法・クレー
ン作業を可能としていることが挙げられ
る。以下の 2 - 1〜 2 - 7でその詳細を記
述する。

2 - 1　適用工法

　⑴　地中障害物撤去

　　�　地中障害物撤去においては、高強度
の鉄筋かごやコンクリートを破砕する
ため、高い掘削能力が要求されている。

　　�　本機は、掘削トルク最大196kN・m

（20tf・m）を発揮できるケリードライ
ブを搭載しており、これに長さ 9 m外
径φ355mmの 4段伸縮のロッキング
ケリーバを装着することで、最大30m

の掘削が可能である。また、フレック
スカップリング（オプション）を装着
することで、最大φ2000mmケーシン
グ掘削が可能になる。（写真 2）

＊日本車輌製造株式会社　機電本部　開発技術部　特機グループ

写真 1 　DHJ60- 3多目的掘削仕様機
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　　�　ケリードライブの昇降方法は、ラッ
ク&ピニオン方式を採用しており、最
大引抜力201kN（20.5tf）、最大押込力20.5tf）、最大押込力20.5tf

115kN（11.7tf）であり、11.7tf）であり、11.7tf DHJ60- 3は
地中障害物撤去に適したケリードライ
ブを搭載している。

　⑵　アースドリル工法

　　�　本機は、ワイヤ径φ25mmの主巻ウ
インチを搭載しており、杭の大径化に
伴うケリーバやバケットの質量増に対
応している。（写真 3 ）施工の深さに
ついては、長さ10.5m外径φ300mmの
4段伸縮の摩擦ケリーバを装着するこ
とで、最大34mの掘削が可能である。

　　�　さらに拡底杭用のロータリテーブル
（オプション、写真 4）を装着するこ
とで、 2倍径拡底バケットBK13-Ⅲ
（軸径φ1300mm、拡底径φ2700mm、
図 1）までの拡底杭施工が可能となり、
アースドリル機TE4300Hで装着可能
な同等クラスの拡底バケットに対応し
ている。

写真 4 　ロータリテーブル装着

写真 3 　ウインチ(左 ： 補巻、 右 ：主巻)

図 1 　BK13-Ⅲ装着

写真 2 　ケーシング掘削
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2 - 2　クレーン能力

　施工現場には、施工機械とは別に様々な
資材が必要である。アースドリル工法にお
ける資材には、敷き鉄板や安定液管理用水
槽、掘削バケット、トレミー管、表層ケー
シング等がある。これら資材の運搬、移動
には相番クレーンが必要となるが、狭隘地
では施工機械とは別の機械を同時に設置出
来ないことがある。
　本機は、これら資材を移動させることが
出来るよう、 1本掛けつり上げ荷重 8 tの
補巻ウインチと、 1本掛けつり上げ荷重
5 tのサードウインチを搭載しており、施
工と資材移動を 1台で可能としている。（写

真 5）また、ケリーバを取外し、補巻ウイ
ンチ2本掛け用フック（オプション）を装
着することで、 2本掛けつり上げ荷重13t

まで能力アップさせ、より重い資材の移動
にも対応可能である。

2 - 3 制御装置

　⑴　施工管理装置

　　�　運転席正面に、施工状況を管理する
施工管理装置を搭載している。本装置

は、「軸掘り」「ケーシング」「拡底」
の内から施工方法を選択することで、
掘削トルクや掘削深度、リーダ傾斜角、
主巻ウインチのロープ荷重、拡底バ
ケット開閉量等が表示可能である。

　　�　また、モニタ下のSL（ステップレス）
コントローラのボリュームを操作する
ことで、ケリードライブの掘削トルク
及び昇降速度を土質・作業状況に応じ
て任意に調整可能である。（写真 6）

　⑵　杭心復帰制御装置

（PCR：Pile Center Return）

　　�　アースドリル施工等では、排土作業
が必要となるが、狭隘地では十分な作
業スペースが確保できない場合が多
く、排土時にフロントフレーム角度
（作業半径）を動かす必要がある。し
かし、フロントフレーム角度を動かす
と杭心が変化するため、排土の度にフ
ロントフレーム角度を調整し、杭心合
わせが必要となる。本機は、施工時の
フロントフレーム角度を記憶させ、排
土後、元のフレーム角度に戻す杭心復
帰制御装置を搭載している。（図 2）

　　�　本装置の操作は、フロントフレーム起
伏レバーの杭心セットボタンを押すこと
でフレーム角度を記憶する。記憶後、フ
レーム角度に戻す際は、杭心復帰制御
スイッチをONにしてフレーム角度を動
かすことで、記憶したフレーム角度付近

写真 5 　クレーン作業テストの様子

写真 6 　拡底管理装置
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になると自動的に減速し、記憶したフ
レーム角度で停止する。（写真 7）

　⑶　過負荷防止装置（モーメントリミッタ）

　　�　本装置は、クレーン作業時に作業半径
やウインチの種類（補巻ウインチかサー
ドウインチ）、ロープ掛け本数等の作業
状況下での定格総荷重と負荷率、実荷
重を表示し、過負荷がかかる前に操作を
止める安全装置である。（写真 8）

　　�　また、負荷率表示灯（オプション）
を搭載することで、外部作業員に負荷
状況を 3色灯で知らせることが可能で
ある。（写真 9）

2 - 4 狭隘地作業性

　狭隘地での施工現場は、施工機の作業ス
ペースが十分に確保できない場合が多い。
上部旋回体を旋回する場合、機械後端が周
辺の壁や機材に接触しない様、機体はコン
パクトなほど有利である。本機は、後端半
径を3400mmと可能な限り縮小させ、狭隘
地でも小回りが利くサイズとしている。（図 3）

図 2 　杭心復帰制御装置

写真 7 　杭心復帰制御スイッチ

写真 8 　過負荷防止装置(モーメントリミッタ)

写真 9 　負荷率表示灯

図 3 　後端半径
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　また、狭隘地施工現場での自走時騒音は、
近隣住民とのトラブルに繋がる場合があ
り、対策として、走行時騒音防止用と路面
保護のために、ゴムパットをクローラに標
準装着している。

2 - 5 輸送・組立性

　本機は、輸送制限により、カウンタウエ
イトを分解輸送し、施工現場で取付ける必
要がある。本機のカウンタウエイトは、組
立作業容易化のため、 1段目のカウンタウ
エイトに取付ガイドを設け、 2段目以降の
カウンタウエイト組立作業をスムーズに行
える構造とした。同時にこのガイドは、ハ
ウスとカウンタウエイトの接触防止用防護
壁の役割も成している。（写真10）

2 - 6 スイングジャッキ用の外部油圧源

ケーシング掘削時の引抜補助として、スイ
ングジャッキを使用してケーシングを引き抜
くことがある。この場合、専用の油圧ユニッ
トなどを使用するのは、作業スペースが限ら
れた狭隘地には不向きである。本機は、ト
ラックフレーム中央からスイングジャッキ用
の油圧源を取出すことができ、油圧ユニット
の設置を省くことができる。（写真11）
　また、トラックフレームに反力受け用の
ブラケットを追加し、回転反力を受けられ
る様にしている。（写真12）

2 - 7 諸元

　本機の諸元を表 1に示す。

3．終わりに
　都市部での建替え工事が増える中、本機
が活用され、これからますます活躍するこ
とを期待している。また、今後も市場ニー
ズに対応した機械・装置を開発し、基礎建
設業界に貢献していく所存である。

写真11　スイングジャッキ使用時

写真12　反力受け用ブラケットと油圧源取出し口

掘削トルク 66〜196kN・m（6.7〜20tf・m）
掘削回転数
（ 1速/2速） 5.3〜15.9/10.6〜31.9min- 1

引抜力 201kN（20.5tf）20.5tf）20.5tf
押込力 115kN（11.7tf）11.7tf）11.7tf

ロープ径
（主巻/補巻/サード） φ25mm/φ24mm/φ20mm

補巻つり上げ荷重 78.4kN（8.0tf）8.0tf）8.0tf
サードつり上げ荷重 49.0kN（5.0tf）5.0tf）5.0tf

後端半径 3400mm

全装備質量
（BK13-Ⅲ装着時） 69t

接地圧 132kPa（1.34kgf/cm2）

表 1 　DHJ60-3の主な仕様

写真10　カウンタウエイト
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5 S 活動について考える
運営幹事会　幹事 稲吉　　通

㈱筑豊製作所
取締役福岡支店長

随 想

■はじめに
　事務局から 3度目の執筆依頼を受け“幹
事をえらく長くやってきたんだな”と思い
ました。振り返ると“環境活動”“リスク
アセスメント”について投稿したように思
います。改めてふと思ったことは、オース
トラリアの石炭鉱山を視察した時に日本の
“5 S活動”に対して高い評価を受けたこと
です。
　責任者が日本の5 S活動にならって、活
動を展開したところ、品質が格段に上がり、
効果を発揮したという事です。日本の品質
活動もまだまだ、地に落ちてないようです。
■5 S活動の歴史
　ここで、改めて5 S活動の歴史について
振り返ったみたい。会社では、昭和の時代
から“5 S活動”を展開していましたが、
ネットで調べてもはっきりした事は分から
ないようです。ただ、以下のような事が言
われており、取上げてみます。

5 S活動の歴史は、
1．トヨタ生産方式で言われだしたとか、
日本能率協会が言い出した等々。
2．昭和30年代に「ジャスト・イン・タイ
ム」を検討している中から出てきたらしい。
3．「IE（Industrial Engineering）」の関
連で、日本能率協会がトヨタを指導したこ
ろに使われたのではないか。
と諸説あるようです。

　いずれにしても、昔から整理・整頓はワ
ンフレーズで存在し、他に清掃、躾も個別
に存在していたようです。
それが、整理・整頓と清掃がまずくっつ

き、それを推進する精神的裏付けが欲しい
ということで清潔（整理・整頓・清掃を維
持すること）が一緒になったようです。さ
らに、それよりも重要だと言われている躾
がその 4つに付加された…という所らしい。
　昭和30年代の年号が出ているので、この
5つの結合も昭和40年代に入る頃には形に
なって、5 Sと呼ばれていたと推察できま
す。また、5 Sという言葉が比較的一般的
になったのは、昭和60年代以降だと推察さ
れています。
　以上が5 S活動の歴史の背景のようです。
■改めて考える
　会社では、品質管理、ISO認証を進める
中で、重要な活動として、現在も5 S活動
を継続しています。
　活動の中身は何処でも同じと思います
が、最後の“ S”、躾に対する活動は、“顧
客に不快感を与えない礼儀作法、言葉使い
を身に付ける。”として展開しています。
　私たちの年代では、不快感を与えない礼
儀作法とは、どの様な事か皆が理解できる
内容です。言葉使いも同様です。
　しかし、ここにきて、“不快感を与えな
い作法とは”“不快感を与えない言葉使い
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とは”について、明確な回答が困難になっ
てきています。
　顧客も世代交代している中、不快感を与
えるのではないかと、私たち年代は思って
いても、今はそうでもないらしい。
　その様な状況の中、責任者がどの様に最
後の Sの活動を推進すればよいのか、明確
な答えが見出せないでいる状況です。
　“4 S活動”という改善手法も聞こえてく
る時代です。躾がここにきて明確な活動と
して展開が困難になってきているように思
います。
■「躾」の意味
改めて、5 S活動の「躾」が意味するとこ

ろを調べたところ以下の事が分かりました。
　日本語として「躾」と言う言葉からは、
子供やペットをしつけるように、風紀が乱
れないように厳しくルールを守らせる、と
いったイメージを抱かれるのではないで
しょうか？
　この言葉のイメージが独り歩きして、部
下に独自のルールを押し付けたり、サービ
ス残業を強いたりなど、理不尽なことに便
利に利用されることも少なくないようです
が、しかし意味は全く違い、社員全員で
「整理・整頓・清掃」の3 S活動を徹底して
行い、それが全員当たり前にできるほど習
慣化した状態が「躾」だそうです。
　それは具体的な行動ではなく、結果・状
態です。この「躾」の状態は、3 S活動を
正しい方法で行い、継続していくことで自
然と近づいていくものです。それは強制し
たり、押し付けたりするものではなく、上
司部下関係なく、全員が自発的に行い、風
土化している状態です。
　しかし多くの人が持つ「躾」という言葉
のイメージから、誤解が生じてしまってい

るようです。これは、標語として覚えやす
くするため、頭文字を無理やり「 S」で揃
えようとした弊害ではないかと私は思って
います。
　ちなみに5 Sは世界に広がっていて、英
語でもそれぞれ「 S」に当てはめた単語で
生成されています。
整理　⇒　Sort（分類する）
整頓　⇒　�Set in order（正しい位置に置く）
清掃　⇒　Shine（輝く）
清潔　⇒　Standardize（標準化）
躾　　⇒　Sustain（維持する）
　こちらの方が具体的でしっくりきます。
特に「清潔・躾」は英語の方が、より正し
いニュアンスで伝わる言葉が選ばれている
ように思います。
■今後の5 S活動を考える
　以前、会社で取り組んだことがあります
が、ルールを守ろうと言う主旨で、“新3 K

活動”を行なったことがあります。
　“決めた事を決めた通りきちんとする”と
言うことで、躾を“顧客に不快感を与えな
い礼儀作法、言葉使いを身に付ける。”とし
て活動していたために、出てきた活動なの
で、本来の意味の5 S活動を展開すれば、こ
の活動を継続する事が出きると思います。
色々な品質上の不具合が、繰り返し発生し

ています。突き詰めるとヒューマンエラーにな
りますが、分析すると、決められた事を実は
やっていなかった事項によく遭遇します。
　この辺も含めて、若い世代への啓蒙、コ
ンプライアンスを考えると、本来の躾で展
開するのが適切であるように思えてきまし
た。この様なことを踏まえて、直近の安全
会議でも話をしたところです。

以上
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安全・技術講座

我が社のセールスポイント

東京都支部
トヨタエルアンドエフ東京株式会社

第62回

　平成20年 3 月号 （174号） より、 「我が社のセールスポイント」 と題して掲載しておりますが、 今回で62回　平成20年 3 月号 （174号） より、 「我が社のセールスポイント」 と題して掲載しておりますが、 今回で62回

となりました。 内容については、 会員同士が切磋琢磨する情報を提供する場として、 通年表彰の 「企業賞」

の受賞会社に 「安全管理」、 「整備 ・ 検査」、 「法令遵守」、 「技術開発 ・ 考案」、 「環境」 などについて執

筆して頂き、 労働災害防止活動の向上や技術開発 ・ 改良 ・ 考案等に対する意欲の向上等を図る場を提供

することを目的としています。

　今回も、 前回に引き続き平成31 （令和元） 年度第 8 回定時総会に於いて表彰された東京都支部のトヨタ　今回も、 前回に引き続き平成31 （令和元） 年度第 8 回定時総会に於いて表彰された東京都支部のトヨタ

エルアンドエフ東京㈱様に執筆をお願い致しました。

1．はじめに
　当社は、1964年 2月にトヨタとしては全
国で 2番目となるフォークリフトの専売店と
して設立されました。東京都内に 9カ所の
営業所を構え、物流システム・産業車両の
販売・メンテナンスをおこなっております。
　東豊トヨペット株式会社フォークリフト
部が分離独立し、東京トヨタフォークリフ
ト株式会社の名称でスタートいたしました。
その後1998年に社名をトヨタエルアンドエ
フ東京株式会社（通称：トヨタ L＆ F東京）
に変更し、2001年には筆頭株主がトヨタ自
動車株式会社から株式会社豊田自動織機に
移行、2005年には株式会社豊田自動織機の
完全子会社となり現在に至っております。
　当社設立の年に最初の東京オリンピック
が開催され、56年の歳月がたった2020年の
現在、ふたたび東京オリンピック・パラリ
ンピックが開催されようとしています。今
回は選手村や各会場にフォークリフトレン

タルという形で協力させていただくことに
なりました。新型コロナウイルスの流行に
起因する様々な事象が、開催に大きく影響
しないことを祈るばかりです。
　メンテナンス活動全般におきましては、
トヨタ L＆ Fグループ共通の「地域で一番
信頼・尊敬される企業へ、お客さまの物流
の未来をともに創る〜目指せ地域一番の物
流ドクター〜」を合言葉に、高い次元での
CS（顧客満足度）とES（従業員満足度）
の両立を目指しています。

本社外観



建設荷役車両 （ 57 ） 第 42巻 247号（2020. 5 ）

135

2．会社概要
⑴　概要
会社名：トヨタエルアンドエフ東京株式会社
本社拠点地：東京都品川区東品川 3 - 7 - 6

設　立：1964年 2月 7日
代表者：代表取締役社長　浅井裕章
資本金： 3億 5千万円
売上高：178億円（2019年 3月期）
店　舗：東京都内 9営業所
従業員数：318名
⑵　登録機種
　 •フォークリフト
　 • �車両系建設機械
　　整地、運搬、積込用・堀削用・解体用
　 •高所作業車
⑶　特自検の実施
　 • �特自検実施台数：13,903台
　　　　　　　　　　（2019年）
⑷　協会の研修・教育への参加人数
　 • �フォークリフト検査者資格取得研修
　　　　　　　　　　　　　　　　 9名
　 • �車両系建設機械整地等　 1名
⑸　協会事業への参加
　 • �本部事業：研修委員会
　 • �支部事業：研修委員会
　　　　　　　巡回指導委員会
　　　　　　　�フォークリフト検査者資格

取得研修

3．安全管理
　トヨタ L＆ Fグループで推進している
PRO-up活動を中心に据えています。
PRO-upとは、現場の安全・法の遵守・整
備品質向上を前提として、全所員がムダ・
ムラ・ムリを⾒つけ自ら改善していけるプ
ロを目指す（Professionalism-up）ととも

に⽣産性向上（Productivity-up）を図る
ことによって、収益の向上（Profit-up）
を目指す活動です。
　労働災害防止の観点で⾒ますと、全員参
加で 5 Sを進めることが重要です。 5 Sの目
的は 1）安全作業、 2）仕事の品質向上、
3）⽣産性向上の 3つです。 5 Sを進める
ことで、労働災害につながる危険の芽を摘
み取ることができます。
　例えば、油漏れや⽔漏れを放置すると
滑って転倒する恐れがありますが、こぼれ
たらすぐに拭くことが徹底されていると転
倒の可能性が減少します。また、通路に不
要なモノがはみ出ていると危険ですが、は
み出さない措置が講じられていれば、つま
づいて怪我をする恐れもなくなります。
　作業エリアと歩行帯を分け、ルールを定
め安全な職場を維持していくことも 5 Sの
活動の一つです。

4．コンプライアンス
CSR基本方針を策定し、コンプライアン

スの取組みをホームページで公開しておりま
す。また従業員全員がコンプライアンス・安
全衛⽣方針などを記載した「従業員の行動の
手引き」を常時携帯して活動しています。
　［コンプライアンス］
　　 • �関係法令およびその精神を順守し、

すべてのステークホルダーに信頼さ
れる企業活動を推進します。

　　 • �お取引先情報や個人情報の漏洩を防
止し、情報保護の徹底に努めます。

　　 • �お取引先に対し常に公正な立場で接
し法令に従った誠実な取引を行います。

　　 • �不公正な利益や便宣の供与を受ける
等の個人的な利益を排除します。
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5．技術・改良・考案
　整備品質の向上と安全性を両立させるた
め、工具の配置を誰が⾒ても分かるように、
また工具が足りないなどの異常にすぐに気
づけるような改善を実施しています。

　また、工場保管の油脂類は品名と数量だ
けでなく写真とともに明示することで、定
位・定量だけでなく間違いを抑止する工夫
をしています。

6．環境への配慮
⽔質汚濁や土壌汚染とならないよう廃

油・廃バッテリーは専門業者に委託し処理
をおこなっています。また日常的に発⽣す
る段ボールやシュレッダーごみは分別しや
すいよう置き方を改善の上、正しく処理を
しています。

　環境という意味では地域への貢献とし
て、毎月 1回の地域清掃を実施しています。
2005年より継続しており16年目となりま
す。今後も継続してまいりたいと思います。

車載の工具
（改善前） 乱雑に置かれたごみ類

（改善後） 定位とルールを明記

油脂類貯蔵明示板
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7．社内研修の概要
　社内研修は新人研修から始まりますが、
メーカーでおこなう技能検定受講のためと
いう意味合いが強いため、難易度階層ごと
の集合教育を本社で定期的に実施していま
す。学科で修得したことを実技（実車）で
確認するという流れの繰り返しが中心で
す。意図的に不具合を発⽣させ、故障探求
を実施し実務に活かせるよう工夫をしてお
ります。
　また、メーカー主催の全国販売店サービス
技能コンクールへの出場枠をかけ、毎年社内
選抜がおこなわれています。百数十人からた
だ一人を選出しますので狭き門と言えます。
　この甲斐あってか過去 8回開催の技能コ
ンクールで 5回の入賞を果たすことができ
ました。

8．最後に
　安全管理や改善を中心に記載させていた
だきましたが、一方で働き方改革に対する
取り組みの重要性も高まっております。安
全を担保しながら⽣産性を向上させること
が求められています。当社では働き方改革
への取り組みの一環として、2019年より健
康経営に取り組んでまいりました。幸いな
ことに2020年 2月に経済産業省より健康経
営優良法人の認定をいただきましたが、今
後は上位500社（ホワイト500）を目指し、
従業員全員でさらなる改善をすすめてまい
りたいと思います。

［代表取締役　浅井　裕章］

※�この記事は 3月19日に執筆されました

地域清掃実施

技能コンクール開会式

実技試験
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製 品 名 油圧ショベルとの接触事故低減に寄与するオプション
「Aerial Angle® STEPⅢ」 日立建機株式会社

発売年月 令和 2年 6月

■概要
日立建機株式会社は、「特定特殊自動車排出ガスの規制等に
関する法律（以下、オフロード法）」2014年基準に適合した、
10〜20tクラスの中型油圧ショベル5機種※ 1 のオプションと
して、機体と障害物の接触事故低減に寄与する「Aerial
Angle®（エアリアルアングル）STEPⅢ『物体検知+動作制
限システム』」（以下、「Aerial Angle® STEPⅢ」）を日本国
内向けに2020年 6 月より発売します。

　厚生労働省の統計によれば、建設業での労働災害事故件数
は、全産業の約 3 割※ 2 を占めており、建設・土木業界にお
いて「安全性向上」は最大の課題となっています。
　建設機械による労働災害事例のうち、油圧ショベルを使用
中の事故が約半数であり、なかでも、油圧ショベルの動き始
めにおける接触事故が最も多くなっています※ 3 。

　今回発売する「Aerial Angle® STEPⅢ」は、油圧ショベル
の動き始めにおける接触事故を低減するため、機体周辺で検知
した物体の位置や機体の動作状況に応じて、エンジン回転数を
低減し、走行・旋回動作を抑止する機能を追加しました※ 4 。
機体の操作開始前に周辺の物体（人や障害物）を検知した場
合は、レバー操作をしても走行・旋回動作が行われず、油圧
ショベルの動き始めの接触事故を低減します。油圧ショベルの
走行・旋回動作中に物体を検知した場合、エンジン回転数の
低減やモニター上の警告とブザー音により、オペレータに注意
喚起し、操作の停止を促します。さらに、機体の状態や機体
周辺の物体検知情報を、外部ブザーや回転灯で周囲の作業者
にも注意喚起することで、接触事故の低減に寄与します。

※ 1 ：ZX120- 6 、ZX135US- 6 、ZX200- 6 、ZX225US- 6 、
ZX225USR- 6

※ 2 ：2019年 5 月17日公表「平成30年労働災害発生状況の
分析等」

※ 3 ：厚生労働省「職場のあんぜんサイト」内「労働災害事
例」より、建設機械等に起因する災害事例（236件）
を、独自分析したもの（2020年 3 月 2 日現在）。

※ 4 ：検知エリアに人や障害物が入った場合に、ブレーキによ
り機械を自動停止する機能ではありません。作業中に機
械を自動停止することによって発生する、機械の転倒や
土砂などの落下による二次被害を考慮しています。

■「Aerial Angle® STEPⅢ」の主な機能
1 ．機体周辺の物体を検知して、走行・旋回動作による接触回
避に寄与
　機体上部の 4 カ所に搭載した赤外線深度センサおよびカメラ
により、車体側面から約 3 m、後方から約2.5m以内の物体を検
知します※ 5。
※ 5 ：検知範囲は目安であり、使用環境によって変化するこ

とがあります。炎天下やレンズ面に付着物（砂塵、泥、
水滴、雪、霜など）がある場合、条件によっては機能
しないことがあります。

2 ．検知情報をオペレータと周囲の作業者に伝達
　物体を検知した場合、オペレータには運転席内のモニター
の表示とブザー音で、周囲の作業者には回転灯と外部ブザー
で検知情報をお知らせします。

3 ．物体検知時の機体動作制限
　物体を検知した場所（ZONE）や検知時の機体の動作状況
に応じて、機体の動作を制限し、オペレータおよび周囲の作
業者の認識を促すことで、衝突事故の発生低減に寄与します。
なお、オペレータの意図しない機体の停止は吊り荷の荷崩れ
や機体の転倒などの事故を引き起こす可能性があるため、動
作中のブレーキによる自動停止機能は付与しておりません。

・物体検知の場所と機体状況別の機体動作制限

■問合せ先
日立建機株式会社 ブランド・コミュニケーショ本部

　広報戦略室 広報・IR部 広報グループ
　〒110-0015　東京都台東区東上野2 -16- 1
　電話：03-5826-8152

　製品紹介

機体待機時 機体走行・旋回動作中

ZONE 1
走行・旋回動作による接
触が想定される範囲

・エンジン回転数の低減
・走行・旋回動作の制限
（操作しても始動しない）

・エンジン回転数の低減

ZONE 2
走行動作による接触が想
定される範囲

・走行動作の制限
（操作しても始動しない）

・走行動作中のみ、エン
ジン回転数の減速

ZONE 3
障害物の接近を知らせ
る範囲

・オペレータおよび周囲
の作業者への注意喚起

・動作制限はなし

・オペレータおよび周囲
の作業者への注意喚起

・動作制限はなし

※　この欄では、会員企業から随時提供されるニュースリリースをもとに、数機種を選び掲載しています。
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※　ニュースリリース送付先：〒101-0051千代田区神田神保町3-7-1ニュー九段ビル９F
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （公社）建設荷役車両安全技術協会広報部
　　　　　　　　　　　　　　または E-mail：koho@sacl.or.jp まで

■概要
　キャタピラージャパン合同会社は、この度Cat 325 油圧
ショベルを 2 月27日より発売を開始しました。
　一昨年より順次発売しておりますキャタピラーの次世代油
圧ショベルで初めてとなる後方小旋回機となります。後端旋
回半径や側方はみ出し量を抑え、限られたスペースの現場で
も20tクラスの標準機 320 油圧ショベルと同等の作業範囲や
生産性を有し、また、既に発売している次世代油圧ショベル
同様、最新のテクノロジを搭載し、燃料効率の向上やメンテ
ナンスコストの低減など、ビジネスに貢献するマシンとなっ
ています。
　この325 油圧ショベルはオフロード法2014年基準に適合して
います。

■主な特長
1 ．生産性、耐久性

EH（Electro-Hydraulic）油圧コントロールシステムや新
しいエンジン制御モードを採用し、従来機比*で燃料効率を最
大25％アップしています。運転経費の削減に貢献します。
　エンジンモードはエコモード、スマートモード、パワー
モードの 3 モードを用意。スマートモードは燃料消費量の低
減と作業量を両立させます。モードの切り替えはキャブ内ス
イッチで行えるので、好みのモードを簡単に選ぶことができ
ます。（ * 従来機 325F）

2 ．CatConnectテクノロジ
　⑴　ペイロード計測システム Cat Production Measurement

（CPM）を搭載。ブーム・アームを停止させることなく、
正確に積荷の重さを計測することが可能です。作業をし
たまま持ち上げ旋回中に計測します。

　⑵　作業範囲制限機能：E-フェンスを搭載。設定した角
度に近づくと旋回の動きを自動停止します。これにより、
旋回による接触や衝突のリスクを低減。フロント作業機
の作業範囲を制限する機能もあり、現場で安全に作業が
できます。

　⑶　積込み時に旋回操作を往復するような作業で旋回が自
動的に停止する「旋回アシスト」機能を搭載。停止前の
減速で荷こぼれを防止します。これらのテクノロジを活
用することで作業効率を従来機比で最大45％向上させる
ことができます。

　⑷　プロダクトリンクやVisionLink®（ビジョンリンク）
を利用することで、車両の位置や状態をリアルタイムに
把握し適切な機械管理が行え、燃料消費量やアイドリン
グ時間の分析によるコスト削減も可能です。CPMの積
載データ管理もプロダクトリンクで行えます。

（＊上記 CatConnect テクノロジはすべて標準装備です。）

3 ．安全性
　⑴　車両後方と右側方をサポートするカメラを標準装備。

オプションの360度ビューシステムにアップグレードす
ると、油圧ショベル全周の良好な視界を確保して、油圧
ショベル周辺の障害物や作業者を 1 つの画面で容易に確
認できます。

　⑵　標準装備の転倒時運転者保護構造（ROPS, Rollover

Protective Structure）は、ISOの規格に適合しています。

4 ．メンテナンス性
　⑴　メンテナンス間隔の延長やメンテナンス作業の更なる

容易化により、メンテナンスコストを従来機比で最大
20％低減しています（12,000時間稼働時）。

　⑵　燃料フィルタの交換間隔は従来の500時間から1,000時
間に、作業油リターンフィルタは2,000時間から3,000時
間にそれぞれ延長し、メンテナンスにかかるコストと手
間を低減しています。

■Cat 325の主な仕様値

■問合せ先
　キャタピラー

GCI マーケティング イノベーション
　〒220-0012　神奈川県横浜市西区みなとみらい 3 - 7 - 1

TEL 045-682-3553

製 品 名 後方小旋回機の次世代油圧ショベルCat 325 キャタピラージャパン
合同会社発売年月 令和 2年 2月

325
運転質量 kg 22,800
バケット容量 m3 0.9

エンジン名称 Cat C4.4
ディーゼルエンジン

総行程容積 ℓ 4.4
定格出力 kW 129
全長 mm 8.677
全幅（トラック全幅） mm 2,800
全高 mm 3,074
旋回後端半径 mm 1,780

Cat® 325 油圧ショベル
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1．会社概要
　トヨタ L＆ F静岡は静岡県下10か所に

広がる営業拠点を持ち、トヨタのフォーク

リフトなど各種産業車両や自動倉庫・無人

搬送車といった物流システム機器の販売・

サービスを行っています。

　また、車両の販売・サービスだけではな

く、お客様の多様なニーズに対し、物流ア

ドバイザーとして、お客様の真のニーズを

的確に把握し、お客様のお役に立てる最適

な提案をご提供し続けています。

　浜松北営業所は、浜松市中区に拠点を

置き浜松市内の中区、東区、西区、浜北区、

北区と約 8割のエリアをカバーしてい

ます。

2．受賞作品
◦「ブレーキドラム脱着治具」

　フォークリフトのブレーキドラム脱着作

業時、重量物であるドラムを保持でき、作

業を効率的に実施できる治具。

3．考案者の横顔
　今回取材させていただいたのは、考案者

の竹下瑞穂様と上職の古山（コヤマ）博章

様です。

　平成30年考案賞入賞作品中、金賞、銀賞を受賞された作品を、考案者の方に直接お話
を伺い、考案に至った理由やご苦労等のよもやま話をシリーズで紹介しています。
　第 4 回は前回に引き続き、銀賞を受賞されたトヨタL＆F静岡㈱  浜松北営業所様です。
　なお、受賞作品の詳細内容は、機関誌第242号（2019年 7 月号）79頁をご覧ください。

平成30年度　考案賞受賞企業を訪ねて
第4回　銀賞受賞　「ブレーキドラム脱着治具」

考案者：静岡県支部　トヨタＬ＆Ｆ静岡株式会社 浜松北営業所
竹下　瑞穂

考案治具 （左 ：初号機、 右 ：完成品）

考案者の竹下様 （左） と上職の古山様 （右）
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　竹下様は営業サービス課に所属する経験

豊富なサービスマンで、この道28年目の大

ベテランです。

　古山様はサービスマネージャーとして、

竹下様が悩んでいるときに相談に乗った

り、励ましたりと陰日向となり支援されま

した。

4．考案に至った経緯
　フォークリフトのブレーキドラムは、重

量が約30kg（ 3 tフォークリフトの場合）

もありますが、脱着作業は作業スペースの

関係上 1人で行うことが多く、そのため、

◦持ちづらく、滑り易く、落としてしまう。

◦重量物なので腰を痛める。

◦�組付け時、センター合わせに手間取り、

バランスを崩してホーシングねじ部を損

傷する。

等の可能性がありました。

　また社内では、過去に指を怪我する災害

も発生したことがありました。

　さらに令和 2年度には、新たに女性サー

ビスマンの入社も決まっており、竹下さん

は、何とかこの作業を改善したいと、上職

である古山さんに提案されたそうです。

　結果、会社の改善活動の方針と相まって、

提案が受け入れられ、試作に進むことにな

りました。

5．考案時に考慮・苦心した点
　早速試作に取り組んだ竹下さんは、試作

〜改良を繰り返し行い、また設計する段階

で機械が営業所に在庫していなかったこと

もあり、約 1年をかけて、ほぼ 1人で試作

品を完成させました。

　試作 1台目は使用中に転倒しそうにな

り、誰もが安全に使え、他機種に対応でき

るように重心の取り方に気を使い、最も苦

心したそうです。

　治具の使用により、作業時間はあまり変

わらないものの、苦渋作業がなくなり、怪

我をする心配もなく、作業員も楽になった

と率先して使用しています。

従来 （治具考案前） の作業状況 治具を用いての作業 （装着直前）
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　そのため、現在この治具は、当営業所に 2

台ありますが、今年度末までに 9営業所に展

開すべく、準備を進めているところです。

6．取材を終えて
　重量物を狭いスペースで保持・ハンドリ

ングする作業は検査・整備業各社さんの共

通の課題ではないでしょうか。

　今回の事例も参考にして、課題解決にそ

れぞれアプローチしてみてはいかがでしょ

うか。

　最後に竹下さんはこの治具があれば、新

たに入社してくる女性サービスマンも、脱

着作業が安全に、楽にできそうだと嬉しそ

うに話されていました。

　まさに優しいお父さんですね！

　次回はこの新人女性サービスマンと協働

で改善活動に取り組まれ、また考案賞に応

募してください。

　期待してお待ちしております！

［広報部：水島　記］ 

治具を用いての作業 （脱着後）

受賞者様より 上職者様より

トヨタＬ＆Ｆ静岡㈱
浜松北営業所
サービスマネージャー
　　 古山　博章　様
　この賞を機会に社内で更なる

改善活動が図られる事を期待しています。日常業
務の中で、何気ないやり難いを、やり易いと改善
することで効率が上がります。改善に終わりなし、
若手スタッフからも意見が出せる職場環境になる
といいですね。

トヨタＬ＆Ｆ静岡㈱
浜松北営業所

　　 竹下　瑞穂　様
　この度は銀賞の受賞に大変驚

き感謝しています。本当にありがとうございます。
重量物の作業を誰もが安全に作業ができるのをイ
メージし、知恵を絞り工夫を重ねた結果だと思い
ます。今後も安全な職場を目指し改善活動を進め
ていきたいと思います。
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　令和 2年 1月29日に成田国際空港内で「第4回成田国際空港貨物地区　フォークリフ
ト＆パレットビルディング競技会」が 7社・11チームの参加により開催されました。
　各チーム日ごろ培った実力をいかんなく発揮し、フォークリフトとパレットビルディ
ングの作業品質と安全を競い合った競技会の模様を取材してきましたので紹介します。

1．はじめに
　当競技会は航空貨物の取り扱いにおける

技術の向上と品質の確保、安全作業の確立

と労働災害の防止を図ることを目的に平成

27年度より開催されているものです。

　昨年度は関西国際空港の台風被災による

成田国際空港内貨物地区混雑の影響から中

止になり、今年度は 2 年ぶりの開催となり

ましたが、初めて他空港（関西国際空港）

からのチームも参加して、世界最高水準の

スキルを競う熱戦が繰り広げられました。

2．競技会概要
　開催日時：令和 2 年 1 月29日（水）

　開催場所：成田国際空港 整備地区貨物上屋

　主　　催：成田国際空港株式会社

　参 加 社：㈱ANA Cargo、㈱JALカーゴ

サービス、国際空港上屋㈱、

スイスポートジャパン㈱、日

本貨物航空㈱、日本空港サー

ビス㈱、CKTS㈱（関西国際

空港から参加）

　　　　　　以上、7社11チーム

　スケジュール：

　競技種目：

①　パレットビルディング（貨物積み付け

作業）

　パレット（航空機への搭載用金属板）

に、 1 チーム 4 名で、制限時間内に多く

の疑似貨物を適切な作業品質（安定した

状態）で積み付けられるかを競います。

②　フォークリフト基本操作

　ビルディング作業時におけるフォーク

リフトの基本操作（運転、荷役）技術を

競います。

　競技はフォークリフト基本操作とパレッ

トビルディングの 2 部門で競い、合計得点

がもっとも高かったチームが総合優勝とな

ります。作業のスピードだけでなく、安全

第4回　成田国際空港貨物地区
フォークリフト＆パレットビルディング競技会

建設荷役車両安全技術協会　本部

時間 内容
10：00 開会式/主催者挨拶/来賓紹介・挨拶
10：20 出場チーム紹介/ルール説明
10：40 選手入場
10：55 競技開始
12：10 競技終了

審査団による採点及び集計
13：20 表彰式/講評
13：40 終了
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性や品質も重要な評価指標となり、日ごろ

培った実力をいかに発揮できるかが見どこ

ろです。

3．主催者/来賓者挨拶
　主催者を代表して、成田国際空港㈱　貨

物営業部部長　宇野茂様より、競技会の開催

主旨説明とご挨拶を、またご来賓としてご臨

席の成田労働基準監督署署長　渡邉由美子

様並びに、国際航空運送協会日本代表　藤

原勇二様よりそれぞれご祝辞を頂きました。

4．競技開始（熱戦の模様）
　出場選手の紹介、入場行進ののち、11チ

ーム・44名の精鋭たちがそれぞれ競技エリ

アに広がり、競技が始まりました。

　競技の進行は以下の通りとなります。

　 ･各チームは 4人で構成されており、リ

ーダー、フォークリフトドライバー、

ハンドラー（ 2人）の役割が与えられ

ています。

　 ･スタートの合図と同時に、リーダーの

指示のもと、ドライバーがフォークリ

フトで疑似貨物を運送し、ハンドラー

がパレットに疑似貨物を制限時間60分

以内に積み付けます。

　ただし、運送通路は狭く、クランクして

いるうえ、疑似貨物は重量も形状もバラバ

ラで、貨物によっては必ず積まなければな

らないもの、積み付けの際に向きが指定さ

れているもの、ショックウォッチ（衝撃検

知器）がついているものなどの条件が付け

られている貨物があります。

　各チームは応援団の大声援を受けて、競

技を進めていきますが、一筋縄ではいきま

せん。時間は刻々と過ぎていきます…

　熱戦の模様は次頁を参照してください。

成田労働基準監督署　渡邉様 国際航空運送協会　藤原様

成田国際空港㈱　宇野様

選手入場
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5．競技結果/表彰式
7社・11チームの手に汗握る熱戦が終了

し、休憩をはさみ審査員団の採点結果の発

表がありました。

　各部門および総合部門の結果は以下の通

りです。

　今大会は、国際空港上屋Aチームが 3部

門とも制し、完全優勝を遂げました。

　優勝および上位入賞の各チームの皆様、

おめでとうございました。

6．取材を終えて/おわりに
　「その場で初めて見た様々な荷物（疑似

貨物）を、パレット上に規定寸法内に積み

付けることは、まさに神業！」としか思え

ません。

　まさに「ワンチーム」となった努力の結

果ですね。

　今回は国際空港上屋Aチームの完全優勝

の結果になりましたが、他チームとの差は

わずかに見えました。

　今回残念な結果に終わったチームは次年

度是非巻き返しを図るべく、また国際空港

上屋 Aチームは連覇を目指して、日々の業

務に励んでください。

　次年度競技会での健闘をお祈りいたして

おります。

［広報部：水島　記］優勝の国際空港上屋Aﾁｰﾑの皆さん（左から 2 ～ 5番目）

参加選手全員で記念撮影部門 順位 チーム名

総合部門

優勝 国際空港上屋 A

準優勝 日本貨物航空 A

3位 JALカーゴサービス A

パレットビ
ルディング　
部門

優勝 国際空港上屋 A

準優勝 日本貨物航空 A

3位 JALカーゴサービス B

フォークリフト
基本操作部門

優勝 国際空港上屋 A

準優勝
（同点）

日本貨物航空 A

ANA Cargo B
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建　荷　協　の　動　き
（令和 2年 2月 1日～令和 2年 3月31日）

運営幹事会

　第24回運営幹事会（令和 2年 3月10

日（火）開催予定）は中止となり、資料
配付のみとなりました。

常設委員会

令和元年度　第4回特自検委員会
　月　日：令和 2年 3月 4日（水）
　場　所：建荷協本部会議室
　議　事：
　　 1．平成30年度特自検実施状況
　　 2．�令和元年度特自検強調月間実

施結果
　　 3．�令和 2年度特自検強調月間要

綱（案）
　　 4．�特自検記録表作成ソフト（試

作品）
　　 5．その他
　　　 1）�月例点検記録表の活用促進
　　　 2）不正事案
　　　 3）�令和 2年度特自検委員会開

催予定日

令和元年度　第4回検査・整備技術委員会
　月　日：令和 2年 2月17日（月）
　場　所：建荷協本部会議室
　議　事：
　　 1．考案賞��二次選考
　　　 1）�一次選考の結果報告
　　　 2）�エントリ作品の説明解説及

び審議
　　　 3）採点及び各賞候補の決定
　　 2．令和元年度業務報告
　　　 1）技術関連図書の改訂
　　　 2）行政施策への対応
　　　 3）通年表彰推薦状況
　　　 4）その他

　令和元年度　第 4回研修委員会（令
和 2年 3月19日（木）開催予定）およ
び令和元年度　第 6回広報委員会（令
和 2年 3月 6日（金）開催予定）は中
止となり、資料配付のみとなりました。
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会員入会状況

　令和 2年 2月 1日から令和 2年 3月31日までの会員の入会状況は次のとおりである。

種
別 対象業種別

会　　員　　数　（社）
令和 2年

1 月末
会員数

令和 2年 2月 1日～
令和 2年 3月31日間異動

令和 2年
3 月末
会員数入　会 退　会

正
会
員

製造業 26 26
建設業 291 1 292
荷役業 88 88
製造工業等 44 1 1 44
リース・レンタル 660 3 663
検査・整備業 2,906 3 26 2,883
その他業種 183 183

賛 助 会 員 15 15
総 数 4,213 8 27 4,194

新入会員名簿

会員番号 名　　称 〒 所在地 電話番号

30880 安田産業㈱ 702-8036  岡山県岡山市南区三浜町 1 - 1 -18 086-263-3061 

50147 ㈱三幸製作所 272-0121  千葉県市川市末広 2 - 4 -10 047-327-0751 

61256 ㈱ReO 894-1203  鹿児島県奄美市住用町大字神屋 1 0997-69-2266 

61257 ㈱イー・イー・エス 983-0036  宮城県仙台市宮城野区苦竹 3 - 1 -22 022-239-9524 

61268 ナカヤレンタル㈱ 689-3541  鳥取県米子市二本木1123- 1 0859-27-0550 

76240 ㈱AndRepair 930-0221��富山県中新川郡立山町前沢3514 076-464-6147

76241 ㈱PaPaのくるま工房 889-1701��宮崎県宮崎市田野町字尾脇甲8136- 1 0985-86-5006

76242 ㈱S・R・T工業 421-1201��静岡県静岡市葵区新間1067 054-278-7601
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令和2年度
特定自主検査資格取得研修・教育の予定表

　令和 2年度における当協会の支部が行う研
修・教育の実施予定は別表 1・ 2及び 3のと
おりです。
　受講される場合は、毎号の機関誌（又は当協
会のホームページ）を参考に、支部で実施予定
を確認の上、お申込みください。なお、当協会
の会員以外の事業所の方も受講できます。
　事業所は、退職、異動等で検査者の不足が
生じないよう資格取得研修の受講を計画して
ください。

1．特定自主検査資格取得研修
　　（別表1）
　　�　厚生労働省の告示及び通達に基づく、
事業内検査者及び検査業者検査員の資格
取得のための研修です。

2．特定自主検査者能力向上教育
　　（別表2）
　　�　厚生労働省の通達に基づき、「フォーク
リフト」「整地・運搬・積込み用、掘削用
及び解体用機械」「締固め用機械」「基礎
工事用機械」「コンクリート打設用機械」
並びに「高所作業車」の特定自主検査者
の業務に従事しておおむね5年以上経過し
た方を対象に、技術、知識を付与するこ
とを目的とした教育です。

3．実務研修及び安全教育
　　（別表3）
　　・実務研修「記録表作成コース」
　　　�　他の法令で資格を取得された方（建

設機械施工士他）や記録表の記入要領
について再び学びたい方などを対象に、
特定自主検査の法令上の位置付け、検
査方法、及び具体的な記録表の書き方
などについて学ぶことができます。

　　　�　なお、このコースには座学だけのコー
スと実機を使ったコースがあります。

　　・�実務研修「月次定期自主検査（フォー
クリフト）コース」

　　　�　定期自主検査の中でも月次検査につ
いては、特定自主検査の検査員資格が
なくても検査を行うことができます。
日頃フォークリフトの整備や運転業務
に従事されている方を対象に検査方法
や記録表の記入要領について学ぶこと
ができます。

　　　�　なお、このコースも座学だけのコー
スと実機を使ったコースがあります。

【新設】
　　・�実務研修「月次定期自主検査（車両系

建機）コース」
　　　�　上記フォークリフトに引き続き車両

系（整地・運搬等）の月次検査につい
ても検査方法や記録表の記入要領につ
いて学ぶことができます。

　　　�　なお、このコースも座学だけのコー
スと実機を使ったコースがあります。

　　・�実務研修「検査業者業務点検コース」
　　　�　登録検査業者として、正しい管理運

営の在り方について点検表に基づいて、
内容を理解しながら研修をします。

　　・�安全教育
　　　�　厚生労働省の通達に基づき定期自主

検査対象であるクレーン機能付油圧
ショベルのクレーン部分（「建機付属ク
レーン部分」という。）並びにショベル
ローダー等の定期自主検査者を対象と
した安全教育です。

　　※�　なお、能力向上教育及び実務研修に
つきましては、昨年と同様にキャン
ペーン価格となっておりますので、こ
の機会に受講をお待ちしております。

＊�研修・教育の予定は令和 2 年 3 月25日現在です。都合により中止・延期等変更になる場合があります
ので事前に開催支部にお問い合わせ下さい。
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令和 2 年度 特定自主検査資格取得研修（事業内）予定表（別表１）
（令和 2年 3月25日現在）

地区 支部 フォークリフト
車両系建設機械

整地・運搬・積込・掘削・解体用機械

北
海
道
・
東
北
地
区

北海道 7 /15〜17 EF
青　森
岩　手
宮　城
秋　田 10/16〜17    EF 9 /11〜12 EF
山　形
福　島 6 /26〜27 EF

関
東
地
区

茨　城 4 /16〜17    EF 5 /11〜12 EF
栃　木 4 / 4 〜 5     EF 2 / 5 〜 6  EF
群　馬 10/16〜17    EF
埼　玉 8 /26〜28    EF 2 / 3 〜 5  EF
千　葉 4 / 9 〜11    EF 9 /17〜19 EF 7 / 8 〜10 EF
東　京 7 /16〜18    EF 10/15〜17 EF
神奈川 7 / 9 〜11    EF 11/12〜14 EF 7 /28〜30 EF

中
部
地
区

新　潟
富　山
石　川
福　井
山　梨
長　野 11/ 4 〜 6     EF
岐　阜
静　岡 6 /18〜19    EF 7 /10〜11 EF 4 /16〜17 EF 5 / 8 〜 9  EF
愛　知 3 /11〜13    EF 3 / 2 〜 4  EF
三　重 10/23〜25    EF 9 /25〜27 EF

近
畿
地
区

滋　賀
京　都
大　阪 2 /16〜21    EF
兵　庫
奈　良
和歌山

中
国
地
区

鳥　取 9 /16〜18    EF
島　根
岡　山 8 / 3 〜 4     EF 1 /25〜26 EF 6 / 1 〜 2  EF
広　島 9 /25〜26    EF 10/ 8 〜 9  EF
山　口 4 /17〜18    EF 8 /21〜22 EF

四
国
地
区

徳　島
香　川
愛　媛 9 /12〜13    EF 7 /17〜18 EF
高　知 7 /31〜 8 / 1  EF

九
州
・
沖
縄
地
区

福　岡 9 /17〜19   EFG 7 / 9 〜10 EF
佐　賀 10/ 7 〜 8     EF 6 / 3 〜 4  EF
長　崎
熊　本 10/ 3 〜 4     EF
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

注1　研修日程は会場等の都合で変更になる場合がありますので、受講を希望される方は開催支部にお問い合わせください。
注2　表中、Eは14時間、Fは9.5時間、Gは5.5時間の受講時間を示します。
注3　表中の網掛けは終了した研修を示します。
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令和 2 年度 特定自主検査資格取得研修（事業内）予定表（別表１）
（令和 2年 3月25日現在）

地区 支部
車両系建設機械

高所作業車
基礎工事用 締固め用 コンクリート打設用

北
海
道
・
東
北
地
区

北海道
青　森
岩　手
宮　城
秋　田
山　形
福　島

関
東
地
区

茨　城 6 / 4 〜 5  EF 9 /17〜18 EF
栃　木 12/11〜12 EF
群　馬 9 /16〜17 EF
埼　玉 6 /16〜18 EF 3 /15〜17 EF
千　葉 7 /28〜30 EF
東　京 6 /18〜20 EF 9 /10〜12 EF
神奈川 7 / 1 〜 3  EF 3 / 4 〜 6  EF

中
部
地
区

新　潟
富　山
石　川
福　井
山　梨
長　野
岐　阜
静　岡 10/ 2 〜 3  EF 1 /20〜21 EF
愛　知
三　重 11/20〜22 EF

近
畿
地
区

滋　賀
京　都
大　阪
兵　庫
奈　良
和歌山

中
国
地
区

鳥　取
島　根
岡　山
広　島
山　口 5 /14〜16  F 9 /10〜12  F

四
国
地
区

徳　島
香　川
愛　媛 5 /22〜23 EF
高　知

九
州
・
沖
縄
地
区

福　岡 11/13〜15 EF
佐　賀 7 / 2 〜 3  EF
長　崎
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

注1　研修日程は会場等の都合で変更になる場合がありますので、受講を希望される方は開催支部にお問い合わせください。
注2　表中、Eは14時間、Fは9.5時間、Gは5.5時間の受講時間を示します。
注3　表中の網掛けは終了した研修を示します。
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令和 2 年度 特定自主検査資格取得研修（検査業）予定表（別表１）
（令和 2年 3月25日現在）

地区 支部 フォークリフト
車両系建設機械

整地・運搬・積込・掘削・解体用機械

北
海
道
・
東
北
地
区

北海道 5 /27〜29    BCD 7 / 1 〜 3   BCD 6 /17〜19     BC 9 / 7 〜11 ABC
青　森 7 /17〜19    BCD 9 /11〜13     BC
岩　手 6 /17〜19     BC 9 / 1 〜10    ABC
宮　城 6 /11〜13     BC 9 /16〜 9 /20 ABC
秋　田 7 /16〜18     BC 6 /25〜27     BC
山　形 10/21〜23    BCD 6 /16〜18     BC
福　島 7 /15〜17     BC

関
東
地
区

茨　城 6 /17〜19    BCD 10/26〜28  BCD 7 / 6 〜10    ABC
栃　木 7 / 3 〜 5      BC 8 / 3 〜 7     ABC
群　馬 7 / 9 〜11    BCD 9 / 4 〜 6      BC
埼　玉 7 /13〜17   ABCD 3 / 8 〜12 ABCD 12/ 7 〜11    ABC
千　葉 6 /18〜20     BC 12/17〜19   BC 10/28〜30     BC
東　京 6 /10〜14    ABC
神奈川 6 /18〜20     BC 10/22〜24   BC 8 /18〜20     BC

中
部
地
区

新　潟 6 /17〜21   ABCD 7 /16〜18  BCD 7 / 2 〜 4      BC
富　山 9 / 9 〜11     BC
石　川 6 / 4 〜 6      BC
福　井 6 /18〜/21    BC 5 /21〜 5 /23  BC
山　梨
長　野 7 / 8 〜10     BC 9 / 9 〜11     BC
岐　阜 9 /23〜25     BC 10/27〜29     BC
静　岡 6 / 9 〜13    ABC 9 / 9 〜11   BC 2 / 2 〜10 BCD 5 /12〜16    ABC 12/ 8 〜10  BC
愛　知 6 /19〜21    BCD 9 /17〜21  ABC 9 /28〜30     BC
三　重 9 / 4 〜 6      BC 5 /22〜24     BC

近
畿
地
区

滋　賀 2 /17〜19    BCD
京　都 9 /17〜19     BC
大　阪 7 / 6 〜12   ABCD 10/20〜25   BC 6 / 9 〜20     BC
兵　庫 7 / 2 〜 5     BCD 7 /16〜18     BC
奈　良 10/ 8 〜11     BC
和歌山 6 /25〜27     BC

中
国
地
区

鳥　取 9 /16〜18     BC
島　根 7 / 8 〜10     BC
岡　山 6 /29〜 7 / 3  ABC 3 /15〜17   BC 10/26〜30    ABC
広　島 11/11〜15    ABC 10/12〜16    ABC
山　口 7 / 9 〜11     BC 6 /18〜20     BC

四
国
地
区

徳　島 10/15〜17     BC
香　川
愛　媛 6 /25〜27    BCD 1 /14〜16  BCD
高　知

九
州
・
沖
縄
地
区

福　岡 6 /10〜14   ABCD 1 /14〜16  BCD 2 /17〜19     BC
佐　賀 2 / 2 〜 4      BC
長　崎 10/21〜25    ABC
熊　本 7 /17〜26   ABCD 2 / 5 〜14    ABC
大　分 6 /24〜28    ABC 8 /26〜30    ABC
宮　崎 7 /15〜19    ABC 9 / 9 〜13    ABC
鹿児島 10/21〜25    ABC 7 / 8 〜12    ABC
沖　縄 6 / 3 〜 7     ABC 6 /24〜28    ABC

注1　研修日程は会場等の都合で変更になる場合がありますので、受講を希望される方は開催支部にお問い合わせください。
注2　表中、Aは35時間、Bは21時間、Cは18時間、Dは13時間の受講時間を示します。
注3　表中の網掛けは終了した研修を示します。
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令和 2 年度 特定自主検査資格取得研修（検査業）予定表（別表１）
（令和 2年 3月25日現在）

地区 支部
車両系建設機械

高所作業車
基礎工事用 締固め用 コンクリート打設用

北
海
道
・
東
北
地
区

北海道 8 /19〜21     BC 6 / 3 〜 5      BC 9 / 2 〜 4   BC
青　森 8 /21〜23    BC 7 / 3 〜 5      BC
岩　手 7 / 1 〜 3     BC 10/ 6 〜 8      BC
宮　城 7 /13〜15     BC
秋　田 10/ 8 〜10    BC 9 /16〜18     BC
山　形
福　島 9 /10〜12     BC

関
東
地
区

茨　城 10/12〜14    BC 7 /20〜22     BC
栃　木 10/29〜31    BC 7 /19〜21 BC 8 /26〜28     BC
群　馬 6 /16〜18     BC
埼　玉 10/19〜23    ABC 6 /15〜19   ABC 2 /15〜19    ABC
千　葉 10/ 6 〜 8      BC
東　京 11/ 5 〜 7      BC
神奈川 5 /27〜29    BC 1 /14〜16     BC

中
部
地
区

新　潟 6 /11〜13     BC
富　山 7 / 9 〜11     BC
石　川 7 / 3 〜 5      BC
福　井 9 /10〜12     BC
山　梨
長　野 6 /16〜18     BC
岐　阜 6 / 2 〜 4      BC
静　岡 7 /28〜30    BC 9 /17〜19     BC 12/ 2 〜 4   BC
愛　知 7 /28〜30    BC 6 /26〜28     BC 11/ 6 〜 8   BC
三　重 6 /19〜21     BC

近
畿
地
区

滋　賀
京　都 7 / 2 〜 4      BC
大　阪 8 /31〜 9 / 4  ABC
兵　庫 3 / 1 〜 3      BC 6 /24〜26 BC 6 / 3 〜 5      BC 3 /10〜12  BC
奈　良
和歌山

中
国
地
区

鳥　取
島　根
岡　山 11/30〜12/ 2  BC 7 /13〜15     BC 2 /15〜19 ABC
広　島 9 / 3 〜 5      BC
山　口 5 /14〜16    BC 9 /10〜12     BC

四
国
地
区

徳　島
香　川
愛　媛 10/15〜17     BC
高　知

九
州
・
沖
縄
地
区

福　岡 7 /31〜 8 / 2   BC 10/21〜25    ABC
佐　賀 8 / 4 〜 6      BC
長　崎
熊　本
大　分 9 /25〜27    BC 10/16〜18     BC
宮　崎 8 / 5 〜 9    ABC 10/15〜17     BC
鹿児島 5 /27〜31    ABC
沖　縄 12/ 2 〜 6    ABC 10/21〜25    ABC

注1　研修日程は会場等の都合で変更になる場合がありますので、受講を希望される方は開催支部にお問い合わせください。
注2　表中、Aは35時間、Bは21時間、Cは18時間、Dは13時間の受講時間を示します。
注3　表中の網掛けは終了した研修を示します。
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令和 2 年度 特定自主検査能力向上教育予定表（別表２）
（令和 2年 3月25日現在）

地区 支部 フォークリフト

車両系建設機械

高所作業車整地・運搬・積込、
掘削及び解体用 基礎工事用 締固め用

コンク
リート
打設用

北
海
道
・
東
北
地
区

北海道 6 /10 6 / 9
青　森 5 /13 5 /27
岩　手 6 /24 9 /24
宮　城 10/15 8 /28 8 /21
秋　田 6 / 8 6 /15 6 /29 6 /22
山　形 11/ 6 5 /22 6 /24
福　島 6 /17 10/21 8 / 5 10/20 10/13 7 / 3

関
東
地
区

茨　城 4 /23 12/ 8 5 /21 2 / 8 6 / 3 9 /16
栃　木 6 / 4 4 /16 6 /14 12/10
群　馬 10/12 4 /23 10/13 9 /25
埼　玉 6 /10 10/14 9 / 2 10/28 3 / 2 6 /24
千　葉 6 /10 6 /25
東　京 9 / 2 10/21
神奈川 12/11 10/15 7 /17

中
部
地
区

新　潟 8 /26 9 /2 9 /16
富　山 7 /21 7 /17 9 /17
石　川 7 /15 6 /17
福　井 6 / 9 5 /15 8 /28
山　梨 7 月下 6月下
長　野 8 /28 9 /17 7 /28
岐　阜 2 / 9 8 /19
静　岡 12/22 2 / 6 8 / 6 9 /26 5 /21 6 / 6 6 /24 7 / 4
愛　知 7 /16 7 / 7 7 /14 7 / 2
三　重 9 / 2 6 / 3 7 / 1

近
畿
地
区

滋　賀 7 /28
京　都 11/19 9 /15
大　阪 1 /13
兵　庫 6 /19 10/23 6 /18 9 /11 11/20 2 /26
奈　良
和歌山

中
国
地
区

鳥　取 9 / 4 11/20
島　根 8 / 6
岡　山 10/ 9 10/19 9 /14 10/16 11/20
広　島 6 / 9 6 /16 6 /23 7 / 7 7 /14 7 /21 7 / 2 7 /16
山　口 11/14 10/24

四
国
地
区

徳　島
香　川 8 / 8
愛　媛 8 / 8 8 /29
高　知 9 /11

九
州
・
沖
縄
地
区

福　岡 8 / 6 2 / 5
佐　賀 11/26 11/26 9 /11 9 /11
長　崎 6 / 4 9 / 9 2 /10 6 / 5 8 /19 3 /10
熊　本 9 / 5 5 /29 1 /16
大　分 11/14 10/24
宮　崎 7 /11 6 /13 7 / 4 1 / 9
鹿児島 9 / 5 8 /22
沖　縄 1 /15 12/11 8 /21

注1　研修日程は会場等の都合で変更になる場合がありますので、受講を希望される方は開催支部にお問い合わせください。
注2　表中の網掛けは終了した教育を示します。



建設荷役車両 （ 77 ） 第 42巻 247号（2020. 5 ）

155

令和 2 年度 実務研修、定期自主検査安全教育予定表 （別表３）
（令和 2年 3月25日現在）

地区 支部

実務研修 安全教育

記録表作成コース 月次定期自主検査
（フォークリフト）

月次定期自主検査
（整地等） 業務点検

コース

建機付属
クレーン部

分

ショベル
ローダー等座学 実技 座学 実技 座学 実技

北
海
道
・
東
北
地
区

北海道 8 / 4 10/13 7 / 7 8 /3 6 /24
青　森 6 /17 6 /10
岩　手 10/21 7 /21 8 /27 6 /10 11/ 4
宮　城 9 /10 11/20 11/27
秋　田 7 /15 8 /24 10/21 5 /11 7 /21
山　形 8 /20 9 /18 9 / 9 7 /14 5 /18
福　島 6 /10 8 /20

関
東
地
区

茨　城 8 /25 1 /19 10/30 5 /26 1 /12
栃　木 11/26 9 / 4 10/22
群　馬 6 / 4 10/22 11/13
埼　玉 11/11 12/16 7 / 1 7 / 8
千　葉 1 /28 11/ 6 8 / 6 12/3
東　京
神奈川 8 / 3 9 / 4 11/27 9 /18 11/20 10/16

中
部
地
区

新　潟 10/21 10/ 7 8 / 5
富　山 6 /3 7 / 2
石　川 8 / 6 8 /26 9 /24
福　井 7 / 8 10/ 8 2 /18
山　梨 9 月下 11月下
長　野 7 /17 10/16 6 / 9 6 / 9
岐　阜 5 /20 11/11 10/14 7 /10 7 / 7

静　岡
8 /21 9 / 5 10/ 7 11/12 6 / 4 1 /23 2 /11
11/ 7 12/16 1 /16

愛　知 8 / 5 8 / 3 11/26 9 / 8 8 /26
三　重 5 /27 6 /24 9 / 9 8 /29 8 / 5 1 /27 6 / 6

近
畿
地
区

滋　賀
京　都 10/16
大　阪 11/11 11/25
兵　庫 2 /18 3 / 5 2 /19 5 /29 8 / 7 5 /15 1 /29
奈　良 11/25
和歌山 9 /26 11/28

中
国
地
区

鳥　取 8 / 7
島　根 11/25 6 /23
岡　山 7 / 6 8 /31 9 /30
広　島 7 / 9 2 / 4 8 /20 6 / 5
山　口 12/12

四
国
地
区

徳　島 6 / 5 6 /10 6 / 4
香　川 10/17 6 /27
愛　媛 11/28 7 /21 1 /23
高　知 10/ 8 6 /10

九
州
・
沖
縄
地
区

福　岡 9 /10 3 / 9 8 /21
佐　賀 8 /20 9 / 3 9 / 3 6 /11

長　崎
6 /21 8 / 5 11/20 7 / 8 7 / 8
1 /28 12/ 2 12/ 2

熊　本 4 /25 8 /29 6 /20 11/28
大　分 7 / 4 7 /18 9 / 5 6 / 6
宮　崎 6 / 6 2 / 6 5 /16 5 / 9 8 / 3 4 /18
鹿児島 12/ 5 6 /20 11/14 8 / 8

沖　縄
9 /11 5 /15 7 /16 7 /17 8 / 7

11/27
注1　研修日程は会場等の都合で変更になる場合がありますので、受講を希望される方は開催支部にお問い合わせください。
注2　表中の網掛けは終了した研修・教育を示します。
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令和 2 年度 運転技能講習予定表
（令和 2年 3月25日現在）

●フォークリフト

秋田
5 /14〜 6 /12〜 7 / 3 〜 10/15〜

7 /14〜
茨城 4 / 8 〜 5 /12〜 6 /10〜 7 / 9 〜 8 /18〜 9 /11〜 10/12〜 11/13〜 12/10〜 1 /14〜 2 /10〜 3 / 9 〜
石川 5 /21〜 9 /10〜
山梨 5 / 9 〜 7 /11〜 9 /12〜 11/ 7 〜
京都 6 /15〜
大阪 5 /13〜 6 /17〜 9 /16〜 10/ 7 〜 1 /27〜 3 / 3 〜
長崎 5 /14〜 6 /25〜 7 / 9 〜 9 /10〜 10/ 8 〜 12/ 3 〜 1 /14〜 3 /11〜

熊本
9 /19〜

10/31〜
宮崎 4 /22〜 5 /20〜 6 /24〜 8 /26〜 10/21〜

●車両系建設機械（整地・運搬・積込み用及び掘削用）
兵　庫 9 /17〜
鳥　取 6 /18〜 10/15〜
島　根 9 /14〜
長　崎 8 / 6 〜 11/ 5 〜 2 /25〜

●車両系建設機械（解体用）
鳥　取 5 /15

●不整地運搬車
鳥　取 7 /16〜
島　根 6 / 3 〜

●高所作業車

青　森
4 /10〜 6 / 5 〜 7 /10〜 9 / 4 〜 11/ 6 〜

5 /23〜 6 /27〜 8 /29〜 9 /26〜 10/24〜 12/ 5 〜 3 /13〜
群　馬 5 /23〜 9 /26〜
福　井 4 /22〜 9 /24〜
滋　賀 4 / 8 〜 6 /16〜 7 / 1 〜 9 / 8 〜 10/ 6 〜 12/ 1 〜
奈　良 5 /28〜 7 /21〜 9 /24〜 12/21〜 3 /23〜
鳥　取 4 /15〜 8 /19〜
島　根 9 / 3 〜
沖　縄 4 /10〜 6 /19〜 7 /10〜 10/16〜 11/13〜 2 /19〜

注1　各講習会日程の最初の日を掲載しています。詳細は該当支部にお問い合わせください。
注2　表中の網掛けは終了した講習を示します。
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お知らせ

〔令和２年度〕

各種研修の受講料

（注）　 1 ．受講料には、テキスト代及び消費税10％が含まれています。
　　　 2 ．当協会会員所属の受講者の受講料は、協会が教材費の一部を負担した額です。
　　　 3 ．本表に含まれるテキスト代以外の教材類を追加する等の際は、本表受講料と異なる場合があります。
　　　 4 ．受講料は、研修を実施する建荷協・支部に納金してください。

１　資格取得研修

（A）事業内検査者研修　         （単位：円）（B）検査業者検査員研修 （単位：円）

研 修 の 種 類
14時間コース 8.5・9.5時間

コース 5.5時間コース 35時間コース 21時間コース 18時間コース 13時間コース

会員 一般 会員 一般 会員 一般 会員 一般 会員 一般 会員 一般 会員 一般

1 フォークリフト 47,850 51,920 43,450 47,520 42,350 46,420 76,450 80,520 54,450 58,520 52,250 56,320 51,150 55,220

2
整地・運搬・積
込み用、掘削用
及び解体用機械

56,210 63,580 51,810 59,180

−

89,210 96,580 66,110 73,480 61,710 69,080

−

3 基礎工事用機械 58,190 65,120 53,790 60,720 91,190 98,120 66,990 73,920 62,590 69,520

4 締固め用機械 49,390 53,790 44,990 49,390 77,990 82,390 55,990 60,390 53,790 58,190

5 コンクリート
打設用機械 63,800 68,970 58,300 63,470 113,300 118,470 80,300 85,470 78,100 83,270

6 高所作業車 51,810 56,980 47,410 52,580 85,910 91,080 62,810 67,980 60,610 65,780

３　実務研修  －キャンペーン価格－                （単位：円）

研　修　の　種　類 座学コース 実技コース
会員 一般 会員 一般

記録表作成
コース

フォークリフト 8,910 11,110 14,410 16,610

整地・運搬・積込み用、
掘削用及び解体用機械 9,240 11,550 14,740 17,050

基礎工事用機械 9,240 11,550 14,740 17,050
締固め用機械 9,020 11,220 14,520 16,720
コンクリートポンプ車 9,020 11,220 14,520 16,720
高所作業車 8,910 11,110 14,410 16,610

月次定期
自主検査
コース

フォークリフト 5,610 6,160 11,110 11,660

車両系建機 5,390 5,830 10,890 11,330

検査業者業務点検コース 会　員 一　般
6,050 6,930

４　安全教育
教　育　の　種　類 会 員 一 般

建機付属クレーン部分 7,480 8,030
ショベルローダー等 12,980 15,070

２　能力向上教育  －キャンペーン価格－           （単位：円）

教　育　の　種　類 会　員 一　般

1 フォークリフト 8,360 10,230

2 整地・運搬・積込み用、
掘削用及び解体用機械 9,130 11,440

3 基礎工事用機械 7,480 8,910

4 締固め用機械 6,490 7,480

5 コンクリート打設用機械 6,270 7,040

6 高所作業車 6,600 7,700
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特定自主検査者資格取得者名簿
（令和 2年 2月 1日～令和 2年 3月 31 日）

資格の種類ごとに氏名五十音順・敬称略

■基礎工事用機械 
目　黒　祐　一

■整地・運搬・積込み用・掘削用及び解体用機械
岩　崎　二　郎

宇　坂　祐　磨

大　治　　　輝

岡　本　公　司

木　村　祐　良

小　足　寿　明

笹　原　崇　文

関　根　幸　太

髙　木　　　慎

富　山　　　学

中　瀬　　　学

奈　須　隆　昭

西　銘　憲太郎

濵　本　元　海

疋　田　信　博

文　本　勝　也

堀　　　貴　光

宮　澤　慎太郎

森　　　光　広

栁　澤　　　洋

六　川　　　昇

事業内検査者資格取得者

■フォークリフト 
秋　葉　秀　二

足　立　孝　秀

市　川　敏　明

内　田　竜　二

江　口　寿　將

大　地　圭　一

緒　方　啓　臣

蒲　田　　　忍

河　野　悠　太

菅　野　康　博

絹　谷　貞　輔

國　近　瑠　依

黒　川　陽　介

佐々木　裕　和

佐　藤　浩　一

眞　田　裕　幸

新　藤　幸　彦

鈴　木　啓　介

鈴　木　秀太郎

鈴　木　秀　憲

園　田　芳　幸

染　矢　章　二

高　橋　　　進

田　口　泰　隆

常　岡　兼　次

遠　山　和　登

土　倉　隆　志

仲宗根　信　行

中　道　康　成

中　村　　　祥

西　山　亮　介

橋　本　武　典

藤　倉　裕　一

藤　本　大　輔

船　津　　　久

前　田　聖　也

松　尾　大　成

松　本　恒　夫

松　本　直　樹

村　瀬　隆　司

山　形　昌　平

山　﨑　泰　宏

吉　口　孝　治

吉　田　敬　志

渡　邊　克　俊

■締固め用機械 
宇　坂　祐　磨 小　室　健　治 佐　藤　雅　之 鈴　木　　　光 髙　橋　　　力

■コンクリート打設用機械 
相　見　大　祐 坂　本　　　博 佐久間　一　彰
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浅　見　　　亨

荒　木　勇　太

安　澤　将　之

石　坂　直　也

稲　留　且　悦

今　関　信　行

伊　村　謙　一

岩　﨑　慎　也

岩　瀬　好　識

遠　藤　清　人

大　島　隆　幸

太　田　昌　孝

大　西　和　博

尾　高　章　弘

川　井　幸　一

川　崎　　　豊

菅　野　健　一

河　本　優　祐

古　木　啓一郎

齋　藤　一　信

齋　藤　　　広

佐　藤　浩　勝

小　代　　　輝

島　津　巨　樹

清　水　優　斗

鈴　木　健　一

鈴　木　　　勝

髙　橋　　　力

田　尻　隆　久

田母神　裕　之

中　澤　秀　一

中　村　健　宏

南　里　　　剛

新　國　圭　一

野　川　竜　矢

畠　山　伸　一

半　田　弘　明

松　木　晴　雅

松　田　圭　介

松　本　真　一

水　田　章　夫

村　上　　　徹

村　山　　　進

矢田部　与乃喜

山　家　　　篤

横　原　健　介

検査業者検査員資格取得者

相　場　大　祐

朝　田　浩　次

有　田　祐　介

飯　田　英　明

飯　塚　翔　太

石　田　瑞　貴

板屋越　宣　之

伊　藤　慎　也

伊　東　敏　和

稲　垣　悦　雄

稲　葉　和　弥

井　上　智　博

井　上　揚　介

猪　又　　　満

今　村　　　守

上　坂　巧　真

上　田　友　貴

上　野　遼　平

内　田　隆　之

内　野　修　太

浦　野　雅　美

惠　木　俊　博

遠　藤　高　寛

遠　藤　智　也

大　瀧　康　平

大　本　　　誠

大　森　哲　久

岡　本　和　樹

岡　本　心　都

奥　田　涼　太

小　野　日生太

香　川　元　気

加　藤　健　太

加　藤　健　人

加　藤　康　正

鎌　田　康　志

河　野　大　輔

川　村　久　子

神　田　和　弘

菊　地　佳　夫

北　埜　開　斗

北　原　　　晟

北　村　達　也

久　保　　　勝

熊　野　一　樹

黒　田　真　矢

小　池　慎　治

小　出　雅　友

小　玉　幸　博

小　松　海　大

小　松　哲　也

齊　藤　恵　介

坂　本　佳　紀

作　田　直　之

佐々木　隆　介

佐々本　修　己

佐　藤　辰　也

佐　藤　良　美

佐　藤　　　塁

佐藤根　博　之

四　戸　　　亨

柴　田　正　秀

清　水　　　凪

新　村　龍　也

常　谷　優　介

杉　山　大　樹

鈴　木　　　翼

関　　　勇　太

千　田　拓　磨

髙　岡　輝　人

髙　岡　由　美

髙　桑　雅　光

高　橋　賢　己

高　橋　宗　央

髙　見　克　哉

田　中　潤　一

玉　置　　　功

伊　達　徳　之

對比地　美智久

坪　田　泰　弘

照　屋　隆太郎

藤　内　　　亮

鴇　田　勝　広

富　永　純　紀

仲　　　真　志

中　尾　光　男

中　島　　　猛

中　野　隼　矢

中　村　隼　人

永　尾　志津奈

二　口　将　司

二ノ宮　基　弘

丹　羽　初　己

野　上　真　一

野　村　謙　夫

芳　賀　滉　太

橋　本　拓　也

林　　　正　夫

原　口　智　浩

原　田　健　一

東　野　宗一郎

福　井　　　淳

福　田　春　介

福　田　善　彦

藤　井　啓二朗

藤　木　慶　太

藤　崎　暖　生

古　川　竜　也

本　庄　浩　一

前　田　功　一

前　原　慶　伍

松　尾　章　史

松　下　隼　大

馬　渡　宏　樹

三　浦　達　也

水　川　鉄　也

水　谷　真　也

道　添　大　樹

宮　岡　弘　一

宮　川　航　太

宮　國　賢　太

三　宅　迅　人

村　上　有　紀

望　月　卓　弥

森　　　隆　浩

森　内　裕　喜

森　本　　　剛

森　谷　晋　治

山　内　拓　則

山　川　英至郎

山　岸　佑　太

山　﨑　隼　人

山　下　幸　司

山　下　周　平

山　中　達　雄

山　本　泰　雅

湯　浅　一　弘

横　田　秀　樹

米　澤　一　洋

若　松　将　吾

若　松　史　晃

綿　引　信　介

■フォークリフト 

■高所作業車 



SACL （ 82 ） 第 42巻 247号（2020. 5 ）

160

■基礎工事用機械 
朝　倉　新太郎 熊　谷　　　誠 松　田　博　嗣 山　本　隆　史

■締固め用機械 
喜友名　　　健 黒　岩　直　人 齋　藤　政　之 白　石　正　教 髙　田　栄　相

成　瀬　秀　利

■コンクリート打設用機械 

相　田　俊　司

足　立　潤　一

阿　部　　　駿

石　原　弘　章

伊志嶺　　　拓

板　垣　　　剛

伊　藤　尚　威

上　垣　　　裕

浦　　　信　宏

江　川　達　也

大　畠　健　一

大和田　淳　司

岡　　　秀　行

岡　垣　広　宣

岡　元　智　幸

岡　本　政　夫

岡　本　竜　一

小　川　　　諒

小　栗　浩　二

加　藤　仁　也

苅　谷　崇　史

河　東　康　文

北　方　貴　大

清　原　　　暁

黒　井　勝　広

小　泉　　　晃

小　城　研　一

小　嶋　諄　哉

小　松　健太郎

近　藤　裕　一

相　良　優　成

桜　井　翔　平

佐　瀨　健　嗣

佐　藤　卓　也

佐　藤　大　地

佐　藤　真　人

佐　藤　雅　人

庄　子　健　太

篠　田　和　昭

芝　崎　　　純

下　沢　徳　秀

下　村　秀　行

新　宮　一　俊

菅　原　祐　二

杉　本　由　輔

鈴　木　則　夫

髙　田　　　毅

髙　橋　　　慧

高　橋　政　則

髙　見　克　哉

髙　村　寿　史

田名部　竹　寿

臺　内　　　健

知　念　　　脩

辻　野　卓　治

手　塚　晃　祥

寺　島　也真人

中　川　　　優

中　田　隆　仁

中　谷　　　岳

中　谷　太　志

長　友　友　一

永　留　恭　介

永　吉　大　樹

新　居　幸　一

西　牧　博　司

根　本　　　学

野　地　貴　郁

服　部　結　芽

橋　本　拓　也

美　浦　孝　充

福　田　勇　人

藤　井　高　徳

藤　森　克　浩

藤　原　　　誠

藤　原　良　祐

船　木　　　幹

細　川　幸　治

堀　　　豊　和

堀　川　聖　道

前　田　良　友

政　後　真一郎

増　田　健　大

松　尾　昇　哉

松　田　　　圭

圓　山　創　也

三　浦　秀　康

道　塚　祐　也

三保谷　勇　矢

宮　﨑　哲　男

村　田　秀　和

森　原　啓　太

森　村　知　広

山　口　雄　一

山　本　健　太

湯之上　忠　士

横　澤　武　瑠

横　田　秀　樹

横　溝　　　拓

■高所作業車 

■整地・運搬・積込み用・掘削用及び解体用機械 
荒　木　摩　周

飯　島　真　也

稲　葉　　　豊

岩　切　辰　樹

岡　本　衡　季

加　藤　　　護

上　島　淳　一

川　崎　　　学

菊　地　順　一

北　川　　　通

黒　木　正　徳

桑　野　天　希

小　林　寛　明

小　宮　博　輝

米　田　聡　志

後　藤　秀　男

後　藤　幸　泰

相　模　剛　司

佐々木　政　法

佐々木　　　勉

竹　﨑　啓　二

田　﨑　友　睦

田　島　史　郎

谷　　　正　二

長　坂　兼　吾

西　野　浩　一

野　池　　　豊

濱　田　大　輔

原　　　卓　也

東　原　和　哉

平　野　真　登

古　谷　芳　弘

保　坂　剛　志

水　野　栄　寿

溝　口　達　也

村　上　春　志

村　田　隼　人

矢　口　一　矢

安　田　浩　樹

山　本　明　弘

山　本　次　雄

横　山　裕　紀

両　川　英　孝

和　泉　友　之

若　林　達　郎
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建荷協発行図書等のご案内

ご案内する図書等は公益社団法人 建設荷役車両安全技術協会（略称 建荷協（けんにきょう））都道府県各支部に
てご購入いただけます。

■ 特定自主検査制度の入門解説

特定自主検査制度についての入門編

安全と特定自主検査のおはなし
「なぜ特定自主検査が必要なの

か？特定自主検査とはどのような
ものか？」をご理解いただけるよ
う、イラストを使いわかり易く解
説したものです。
（H25.6 改訂 C版発行）  

品 名 品 番 会員価格 一般価格

安全と特定自主検査のおはなし PC-ZC-02-C 220 円 330 円

特定自主検査の対象機械について

特定自主検査対象機械の概要
特定自主検査を行うべき機械等

の代表的なものを写真、図で示し、
特徴、用途などの概要をまとめた
ものです。
また、一部対象外機械について

も掲載しています。
（H29.3 改訂 D版発行）  

品 名 品 番 会員価格 一般価格

特定自主検査対象機械の概要 SC-ZC-01-D 660 円 1100 円

■ 特定自主検査済標章

特定自主検査 実施年月の明示

特定（定期）自主検査済標章
・特定自主検査済標章

労働安全衛生規則に基づき、フォークリフト、不整地運搬車、車両
系建設機械及び高所作業車について、年１回（不整地運搬車は２年に
１回）実施することとされている特定自主検査を行った年月を明らか
にするため、厚生労働省のご指導のもとに作成した標章です。検査業
者用と事業内用とがあります。

・定期自主検査済標章
労働安全衛生規則に基づき、「建機付属クレーン部分」、「ショベル

ローダー、フォークローダー及びストラドルキャリヤー」について、
年 1回実施することとされている定期自主検査（年次検査）を行った
年月を明らかにするため当該機械に貼る標章です。

品 名 品 番 会員価格 一般価格

特定自主検査済標章（事業内） BP-LH-02 

330 円 990 円特定自主検査済標章（検査業） BP-LR-02 

定期自主検査済標章 BP-LRI-02

【注記】 検査済標章の色は、毎年１月１日をもって暦年ごとに変更されます。旧年発行の標章は同日以降使用でき
ませんのでご注意ください。

特定自主検査に係る標章等について

標章の使い方から管理まで
特定自主検査を行ったときに貼付する標章等の取扱いについて解説

したものです。
（H27.4 改訂Ｅ版発行）  

品 名 品 番 会員価格 一般価格

標章の使い方から管理まで BC-ZC-05-E 220 円 330 円

特定自主検査済標章

（検査業）
特定自主検査済標章

（事業内）

定期検査済標章

けんにきょう

表記の価格は全て消費税10％込の価格です。

確かめる 機械の安全 特自検

令和２年度版

お知らせ
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■ 特定自主検査の実施

検査方法と判定基準

定期自主検査指針
労働安全衛生法、第４５条第３項の規定に基づき公示にされた特定(定

期)自主検査の検査項目、検査方法および判定基準をまとめたものです。
品 名 品 番 会員価格 一般価格

フォークリフト SG-LC-01-A 330 円 440 円

不整地運搬車 SG-GR-01 220 円 330 円

車両系建設機械 SG-KC-01-B 440 円 550 円

高所作業車 SG-HL-01 330 円 440 円

フォークリフト（月次） SG-LC-11-A 220 円 330 円

検査結果の記録

特定（定期）自主検査記録表
特定（定期）自主検査を行った際に、当該機械の検査結果および補修

措置等を記録しておくものです。
・記録表は３年間の保存義務があります。
・記録表は公益社団法人建設荷役車両安全技術協会の著作物です。無
断で複製、転用することを禁じています。

・記録表は機械性能の向上に伴い随時改訂しています。
品 名 会員価格 一般価格

特定(定期)自主検査記録表（普通紙 １冊５０部） 495 円 770 円

特定(定期)自主検査記録表（ノンカーボン １冊２５部（正副２枚で１部）） 737 円 1100 円

記録表の記入方法

特定自主検査記録表の記入要領
特定自主検査記録表は、機械性

能の向上により随時改訂されてい
ます。
最新の記録表についても正確に

記入できる様、記入方法を解説し
ています。
（R2.4 改訂 Q版発行）

品 名 品 番 会員価格 一般価格

特定自主検査記録表の記入要領 TC-ZC-02-Q 440 円 550 円

記録表の保存

特定自主検査記録簿
省令により３年間保存義務があ

る特定自主検査記録表をファイリ
ングしておくためのものです。

品 名 品 番 会員価格 一般価格

特定自主検査記録簿 BP-ZC-03 110 円 165 円

特定自主検査業務を適正に行うための帳簿

特定自主検査台帳
・特定自主検査台帳 事業内用

特定自主検査済標章の受払を管理する「標章受払簿」と、保有機械の特定
自主検査実施状況管理に使用する「標章貼付簿」を一体にしたものです。

・特定自主検査台帳 検査業者用
特定自主検査済標章の受払を管理する「標章受払簿」と、特定自主検査業

務を適正に行うための「特定自主検査台帳」、検査料収納の管理に使用する
「検査料金収納簿」を一体にしたものです。

品 名 品 番 会員価格 一般価格

特定自主検査台帳 事業内用 BC-ZC-04-A 500 円 825 円

特定自主検査台帳 検査業者用 BC-ZC-07 1650 円 2200 円

表記の価格は全て消費税10％込の価格です。
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■ 検査者標識

検査者標識は、「検査者であることを第 3者が識別できる」ことと、「検査者としての意識の高揚」を目的として検
査者に着用させるものです。
協会では腕章及びワッペン（作業服等にアイロンで接着させる方式）とヘルメット等に貼付できるシールを用意し

ています。

・検査者腕章、特自検腕章
特定自主検査資格者であることを示すため着用するものです。

品 名 品 番 会員価格 一般価格

検査者腕章 BP-YC-01 1100 円 1650 円

検査者ワッペン BP-YC-02 330 円 550 円

・検査者シール（検査業者用、事業内用）
検査者が特定自主検査を行える資格の種類（検査業者、事業内）、機種を示すためのものです。

特定自主検査対象機種 検査業者用 事業内用 会員価格 一般価格

フォークリフト BP-YC-11-A BP-YC-21

110 円 165 円

整地・運搬・積込用・掘削

用および解体用機械
BP-YC-12-A BP-YC-22

基礎工事用機械 BP-YC-13-A BP-YC-23

締固め用機械 BP-YC-14-A BP-YC-24

コンクリートポンプ車 BP-YC-15-A BP-YC-25

高所作業車 BP-YC-16-A BP-YC-26

不整地運搬車 BP-YC-17-A BP-YC-27

■ 教育資料

当協会で実施する特定自主検査者資格取得研修および能力向上教育等で使用されている図書です。

・特定自主検査マニュアル 特定自主検査の検査方法等を機種、部位別に解説しています。

品 名 品 番 会員価格 一般価格

検査機器    TQ-ZC-01-E  660 円  990 円

原動機(ディーゼル・ガソリン) TQ-KE-01-F 2420 円 3630 円

油圧装置                 TQ-KH-01-E 1540 円 1980 円

上部旋回体 下部走行体 TQ-KB-01-E 2420 円 3080 円

ジブ・リーダー・ワイヤーロープ TQ-KJ-01-D  1210 円 1540 円

フォークリフト TQ-LC-02-G 1320 円 1980 円

不整地運搬車 TQ-GR-01-E  880 円 1320 円

車両系建設機械（整地等用） TQ-GC-02-A 3300 円 5280 円

〃    （基礎工事用） TQ-FC-01-E 3080 円 4620 円

〃    （締固め用） TQ-RC-01-D 1210 円 1760 円

〃  （コンクリート打設用） TQ-CP-01-E  1100 円 1760 円

高所作業車 TQ-HL-01-D 1320 円 1980 円

特定自主検査と補修   TC-ZC-01-F 550 円 880 円

・能力向上教育テキスト 機種別に最新の技術等を紹介しています。

品 名 品 番 会員価格 一般価格

フォークリフト TL-LC-01-D 3520 円 5280 円

整地・運搬等&ブレーカ TL-GE-01-F 3630 円 5500 円

締固め用機械 TL-RC-01-C 1650 円 2530 円

基礎工事用機械  TL-FC-01-D 1980 円 2970 円

不整地運搬車 TL-GR-01-B  660 円  990 円

コンクリ－トポンプ TL-CP-01-C 1430 円 2090 円

高所作業車 TL-HL-01-C  1760 円 2750 円

・その他
品 名 品 番 会員価格 一般価格

フォークリフト安全運転テキスト TO-LC-02-B 1540 円 1540 円

ショベルローダー等定期自主検査マニュ
アル検査・整備基準値表

TQ-SR-02-C 1760 円 2640 円

業務点検コーステキスト TT-YC-01-C 1100 円 1650 円

検査者シール（検査業者用）

検査者シール（事業内用）

検査者腕章 検査者ワッペン

表記の価格は全て消費税10％込の価格です。
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■ 特定自主検査業務の管理

特定自主検査の適正実施のために

特定自主検査業務マニュアル
検査業者の業務や事業内検査の

業務を適正に遂行するための管理
のポイントおよび実務の詳細を説
明したものです。
また、特定自主検査全般を管理

する事業者が知っておかなければ
ならない労働災害防止に関する法
令や事業者の責務等をまとめたも
のです。（R1.11 発行）
注記）本書は特定自主検査業務マニュアル検査業者用(BP-ZC-01-F)、事業内検

査(BP-ZC-02-E)および特定自主検査とその管理(BC-ZC-06-D)の内容を
合わせたものです。

品 名 品 番 会員価格 一般価格

特定自主検査業務マニュアル BC-ZC-08 1650 円 2530 円

登録検査業者の諸手続きについて

特定自主検査登録検査業者必携
登録検査業者が、厚生労働大臣

または都道府県労働局長に登録申
請・業務規程変更等の際に留意す
べきポイントを解り易く解説した
ものです。また、参考となる業務
規程例を示してあります。
（H31.4 改訂 K版発行）

品 名 品 番 会員価格 一般価格

特定自主検査登録検査業者必携 BC-ZC-01-K 550 円 880 円

特定自主検査制度に関する法令、通達

特定自主検査関係法令通達集
特定自主検査制度に関する法の

条文ごとに関係する最新の規則・
通達等をまとめたものです。
（H28.3 改訂 J 版発行）

品 名 品 番 会員価格 一般価格

特定自主検査関係法令通達集 BC-ZC-03-J 2310 円 3520 円

特定自主検査制度についての疑問を解説

特定自主検査に関するＱ＆Ａ
特定自主検査制度に関するさま

ざまな疑問を「Q&A集」としてま
とめたものです。
（H26.10 改訂Ａ版発行）

品 名 品 番 会員価格 一般価格

特定自主検査に関するＱ＆Ａ BC-YC-01-A 440 円 770 円

特定自主検査の実施経歴の管理

特定自主検査実施経歴書
特定自主検査の実施時期を明確にするとともに、特定自
主検査が、いつ、だれが実施したかを記入できるように
なっており、機械の履歴管理に活用できます。

品 名 品 番 会員価格 一般価格

特定自主検査実施経歴書（フォーク） BP-LC-01 55 円 110 円

経歴書ビニルケース（フォーク用） BP-LC-02 165 円 330 円

特定自主検査実施経歴書（建機用） BP-OH-01 55 円 110 円

特定自主検査実施経歴書（解体機用） BP-OH-02 55 円 110 円

お問い合わせ先

LF-YC-01-20 令和２年３月

解体機用

表記の価格は全て消費税10％込の価格です。

フォーク用

建機用
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支　部　一　覧
令和 2年 4月 1日現在

支部名 〒 所　　在　　地 電話番号 FAX
北海道 060−0004 北海道札幌市中央区北4条西7丁目　NCO札幌ホワイトビル9階 011（271）7720 011（271）7580
青　森 030−0902 青森県青森市合浦1−10−7 017（765）5432 017（765）5433
岩　手 020−0873 岩手県盛岡市松尾町17−9　岩手県建設会館2階 019（626）2616 019（626）2627
宮　城 983−0842 宮城県仙台市宮城野区五輪1−6−9　五輪黄葉ビル201号 022（298）2150 022（298）2151
秋　田 010−0923 秋田県秋田市旭北錦町1−14　秋田ファーストビル210号室 018（823）8258 018（823）8260
山　形 990−8681 山形県山形市流通センター 2−3　山形流通団地組合会館内 023（666）6581 023（666）6582
福　島 960−8035 福島県福島市本町5−8　福島第一生命ビル4階 024（521）8065 024（521）8248
茨　城 311−3116 茨城県東茨城郡茨城町長岡3652−559 029（292）6546 029（292）6547
栃　木 321−0912 栃木県宇都宮市石井町3149−28　卸商業団地協同組合別館202 028（656）6111 028（656）6112
群　馬 371−0805 群馬県前橋市南町4−30−3　勢多会館1階 027（223）3448 027（223）3451
埼　玉 330−0062 埼玉県さいたま市浦和区仲町1−12−1　カタヤマビル5階A 048（835）3050 048（835）3055
千　葉 260−0026 千葉県千葉市中央区千葉港4−3　千葉県経営者会館3階303号 043（245）9926 043（245）9927
東　京 102−0072 東京都千代田区飯田橋1−7−10　山京別館4階 03（3511）5225 03（3511）5224
神奈川 231−0011 神奈川県横浜市中区太田町6−87　横浜フコク生命ビル10階 045（664）1811 045（664）1817
新　潟 950−0961 新潟県新潟市中央区東出来島11−16　新潟県自動車会館内 025（285）4699 025（285）4685
富　山 930−0094 富山県富山市安住町3−14　富山県建設会館内 076（442）4358 076（442）6748
石　川 920−0806 石川県金沢市神宮寺3−1−20 コマツ石川㈱レンタル事業部事務所2階 076（208）3302 076（208）3303
福　井 910−0854 福井県福井市御幸4−19−25　広田第2ビル2階 0776（24）7277 0776（24）9507
山　梨 409−3867 山梨県中巨摩郡昭和町清水新居1602　ササモトビル2階 055（226）3558 055（226）3631
長　野 380−0872 長野県長野市妻科426−1　長野県建築士会館4階 026（232）2880 026（232）6606
岐　阜 504−0843 岐阜県各務原市蘇原青雲町5−34 058（382）5011 058（382）5120
静　岡 422−8045 静岡県静岡市駿河区西島127 054（236）4008 054（236）4031
愛　知 450−0002 愛知県名古屋市中村区名駅4−23−13　大同生命ビル3階 052（586）0069 052（586）0010
三　重 514−0009 三重県津市羽所町601　アカツカビル4階 059（223）7177 059（223）7180
滋　賀 520−0043 滋賀県大津市中央4−5−33 SKビル2階C 077（521）5260 077（521）5352
京　都 600−8009 京都府京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78　京都経済センター 4階 075（351）0250 075（351）0251
大　阪 540−6591 大阪府大阪市中央区大手前1−7−31 OMMビル8階 06（6944）6611 06（6944）6612
兵　庫 650−0024 兵庫県神戸市中央区海岸通8　神港ビル703号 078（332）4936 078（392）8921
奈　良 630−8113 奈良県奈良市法蓮町163−1　新大宮愛正寺ビル2階（公社）奈良県労働基準協会内 0742（93）5181 0742（36）5715
和歌山 640−8287 和歌山県和歌山市築港3−23　和歌山港湾労働者福祉センター 1階 073（435）3337 073（435）3338
鳥　取 682−0892 鳥取県倉吉市東巌城町12　中部建設会館 1 F 0858（22）1400 0858（23）4667
島　根 690−0012 島根県松江市古志原2−20−54 0852（27）0340 0852（27）0556
岡　山 700−0907 岡山県岡山市北区下石井2−8−6　第2三木ビル205 086（222）6039 086（222）4296
広　島 733−0011 広島県広島市西区横川町1−11−24　山田オフィスビル202 082（291）1150 082（291）3413
山　口 753−0083 山口県山口市後河原25　愛山会ビル2階 083（932）1858 083（932）1859
徳　島 770−0808 徳島県徳島市南前川町4−14　船橋設計ビル2階 088（622）8243 088（622）8243
香　川 760−0062 香川県高松市塩上町10−5　池商はせ川ビル113 087（837）3668 087（837）3671
愛　媛 790−0003 愛媛県松山市三番町7−8−1　山本ビル2階 089（941）6740 089（941）7361
高　知 780−0072 高知県高知市杉井流9−11 088（882）5025 088（882）0837
福　岡 812−0013 福岡県福岡市博多区博多駅東2−6−14　正和ビル4階402 092（474）2246 092（474）2312
佐　賀 849−1301 佐賀県鹿島市大字常広139−2 0954（62）6315 0954（62）6368
長　崎 854−0072 長崎県諫早市永昌町10−8−202 0957（49）8000 0957（49）8001
熊　本 860−0845 熊本県熊本市中央区上通町7−32　蚕糸会館3階 096（356）6323 096（356）6325
大　分 870−0844 大分県大分市大字古国府字内山1337−20　大分県林業会館4階 097（540）7177 097（540）7127
宮　崎 880−0802 宮崎県宮崎市別府町2−12　宮崎建友会館3階 0985（23）5061 0985（23）5129
鹿児島 891−0123 鹿児島県鹿児島市卸本町6−12　オロシティーホール内 099（260）0615 099（260）0646
沖　縄 901−2131 沖縄県浦添市牧港5−6−3　南海建設4階 098（879）3744 098（879）3757



SACL （ 88 ） 第 42巻 247号（2020. 5 ）

166

編　集　後　記

　花粉の季節も過ぎ一年の中でも大変心地よい時期を迎え、清々しい陽光のもと旅行やスポー
ツなど、屋外での活動が気持ちよく感じられる季節となりました。
そのような中、今年の最大のイベントは、何といっても「東京2020オリンピック・パラリン

ピック」につきるかと。昨年の「ラグビーワールドカップ2019」のジャパンの活躍に続き、多
くの代表選手が私たちに夢と感動を与えてくれるものと信じてやみません。代表選手は目標達
成に向け、常にベストパフォーマンスを発揮できるよう体をケアしながら、日々のハードワー
クに励んでいる最中かと思います。
一方、昨年は台風15、19号に代表されるように、暴風での倒木による交通災害、停電、および
記録的な大雨による浸水災害が大きくクローズアップされました。多くの建設荷役車両が、それ
らの復旧作業に使われ活躍したことかと思います。建設荷役車両のベストパフォーマンス発揮の
ためにも、定期的な点検、整備を行い、性能の保持向上と作業の安全を確保することが大切です。
　建設荷役車両の性能保持、安全確保のため、引き続き「定期（特定）自主検査制度」の定着
を推進してまいりますので、会員各社様のご支援・ご協力をお願い致します。

［広報委員：在田　浩徳　記］

　機関誌に対するご意見・ご要望等は　E-mail：koho@sacl.or.jp までお願いします。
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委員長

　山本　泰徳［池田内燃機工業㈱］ 平山　哲也［大成建設㈱］

副委員長 兼八　　淳［日本通運㈱］

　佐藤　裕治［住友建機㈱］ 室町　正博［日通商事㈱］

委　員

　津川　　元［コベルコ建機㈱］
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　在田　浩徳［清水建設㈱］

(令和 2 年 4 月 1 日現在)

※ この記事は 3 月19日に執筆されました
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